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・財務書類の作成基準日：令和２年３月３１日 

（ただし、出納整理期間における現金の受払は、基準日までに終了したものとし

て処理しています） 

・端数処理：表示単位未満を四捨五入、表示単位未満に端数が生じているものは

「０」と表示しています。そのため、下位項目との合計や差額が一致しない場合

があります。 



 
 
 
 

これまでの公会計 
 

「公会計」とは、国や地方公共団体で行われている会計のことです。予算の適正か

つ確実な執行に資するよう、一会計年度の収支状況を明らかにすることに主眼が置か

れ、現金主義・単式簿記が採用されています。しかしながら、現金主義・単式簿記に

よる予算・決算制度は、発生主義・複式簿記を採用した企業会計と比べ、資産、負債

といったストック情報や減価償却費、引当金といったコスト情報が不足しています。

その不足を補うため、発生主義の概念を取り入れた財務書類を、総務省が示す「総務

省方式改訂モデル」により作成してきました。 

「総務省方式改訂モデル」は既存の「地方財政状況調査（決算統計）」を活用した

簡便な作成方法であり、固定資産に係る資産・負債の情報が不十分である点や、総務

省が示す財務書類の作成方式は「総務省方式改訂モデル」の他にも複数あり、他団体

との比較が十分に出来ない点等の問題点がありました。 

 

これからの公会計（統一基準） 
 

総務省は平成２７年１月に固定資産台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした「統 

一的な基準による地方公会計マニュアル」を公表し、平成２９年度までに当該基準に 

より財務書類を作成することを全ての地方公共団体に要請しました。このことにより、

全ての地方公共団体で統一基準により財務書類を作成することになり、他団体との比 

較可能性が確保されるほか、資産・負債情報も正確に整備されることとなりました。 

この統一的な基準による新しい財務書類から得られる情報を活用し、より安定した

財政運営に努め、また、市民の皆様に、市の財政情報をよりわかりやすく提供してい

きます。 
 

 

 

 

 

 

従来の公会計 
総務省方式改定モデル 

（平成２７年度決算以前） 
 

平成２８年度決算以降 

（統一的な基準） 

 

・単年度の現金情報し

か見えない 

 （資産・負債情報が

見えない） 

 

・従来の会計を補完する

も、資産情報の正確性に

欠ける（固定資産台帳が

未整備） 

 

・作成方法が複数存在する

ことで多団体との比較が

困難 

  

・固定資産台帳が整備さ

れたことで、資産情報

が正確に 

 

・全国統一の作成基準の

ため、多団体との比較

が可能に 

 

統一的な基準による地方公会計制度について 
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貸借対照表（BS：Balance Sheet） 

• 市の保有する全ての資産や負債の現在高を表したもので、基準日（年度

末）時点における資産・負債・純資産の残高及び内訳がわかります。 
 

行政コスト計算書（PL：Profit and Loss statement） 

• 一会計年度中の費用（減価償却費など、現金収支を伴わないものを含む） 

と収益の取引高を表したもので、市の行政サービスにいくらコストがかか

り、行政サービスに伴う収入（使用料、手数料など）がいくらかがわかり

ます。 
 

純資産変動計算書（NW：Net Worth statement） 

• 一会計年度中の純資産（及び内部構成）の変動を表したもので、純資産が

変動した要因がわかります。 
 

資金収支計算書（CF：Cash Flow statement） 

• 一会計年度中の現金の収入・支出をその性質により３つの区分（業務・投

資・財務）で表したもので、現金の動きがわかります。 

統一的な基準による財務書類 

 

「財務書類」は、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、 

「資金収支計算書」の４表から構成され、資産や負債の状況、コストやその財源の状

況などの財務状況を企業会計の考え方（発生主義・複式簿記）を用いて作成する書類

です。 

 

 
実際の現金の収支がなくても、経済的事実の発生に着目して費用や収益を計

上する会計基準のことです。一方で、実際の現金の収支の発生時点で費用や収

益を計上する会計基準を「現金主義」といい、行政の会計基準として従来から

用いられています。 
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・貸借対照表 ・行政コスト計算書 

 

負  債  

資  産 
 

現金預金  
純資産 

純行政コスト 

・資金収支計算書 

業務活動収支

投資活動収支

財務活動収支 

本年度資金収支額

前年度末資金残高

本年度末資金残高 

歳計外現金残高 

・純資産変動計算書 

前年度末純資産残高

純行政コスト 

税収等・国県等補助金

資産評価差額等 

本年度末純資産残高 

本年度末現金預金残高 

 

財務書類は、「一般会計等財務書類」、「一般会計等財務書類」に公営事業及び公営 
企業の特別会計を加えた「全体財務書類」、「全体財務書類」に一部事務組合や第３セ

クター等を加えた「連結財務書類」の３つがあります。 

一般会計等 一般会計 

国民健康保険事業特別会計、交通災害共済事業特別会計、

公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、 

介護保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、 

水道事業会計 

最上広域市町村圏事務組合、山形県市町村職員退職手当組合、山形県後

期高齢者医療広域連合、山形県消防補償等組合 山形県自治会館管理組

合、新庄市土地開発公社、一般財団法人新庄市体育協会 

全  

体 

連  

結 
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一般会計等貸借対照表 

（令和２年３月３１日現在） 

                              （単位：百万円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（  ）内は対前年度増減額 

 

 
  

資産60,129（＋896） 負債17,867（＋678） 

固定資産 56,890（＋1,045） 固定負債 16,197（＋670） 

 〇有形固定資産 50,240(＋590) 

  ・事業用資産  21,896(＋1,416) 

  ・インフラ資産  27,067(△797) 

  ・物品     1,277(△ 29) 

 

 〇無形固定資産    -(△ 4) 

 

 〇投資その他の資産  6,650(＋459) 

  ・投資及び出資金  4,066(＋ 24) 

  ・投資損失引当金    -( - ) 

  ・長期延滞債権   185(＋ 19) 

  ・長期貸付金    365(△ 39) 

  ・基金     2,052(＋451) 

  ・徴収不能引当金  △19(＋ 3) 

〇地方債     13,813(＋778) 

〇退職手当引当金  2,271(△ 76) 

〇その他       113(△ 32) 

流動負債  1,670（＋ 48） 

〇1年以内償還予定地方債 

          1,359(＋ 35) 

〇賞与引当金     154(△ 1) 

〇預り金       108(△ 5) 

〇そのた       49(△ 21) 

純 資 産 42,262（＋219） 

 

 

〇固定資産等形成分  59,072(＋1,081) 

 

 

〇余剰分    △16,809(△862) 

流動資産  3,239（△149） 

〇現金預金      936(△186) 

〇未収金       78(＋ 7) 

〇短期貸付金     42( - ) 

〇基金       2,140(＋ 36) 

〇棚卸資産      51(△ 7) 

〇徴収不能引当金    △7(＋ 2) 

新庄市の貸借対照表 

令和元年度の一般会計の貸借対照表についてみてみましょう 
 一般会計について、市が所有する資産は６０１億３千万円です。 

 資産形成の財源として、将来返済する地方債などの負債が１７８億７千万円、これまでの世

代が負担した純資産が４２２億６千万円です。 

庁舎、市営住

宅、学校、保育

園など、市が事

業を行うための

資産 

道路、橋梁、河

川、公園など市

民の社会生活の

基盤となる資産 

公営企業、関連

団体への出資金

など 

歳入の収入未済

額のうち、1年

を経過したもの 

歳入の収入未済

額のうち、回収

不可能見込み額 

現金預金及び1

年以内に現金化

が可能な資産 

歳入の収入未済

額のうち、1年

以内に発生たも

の 

販売用土地（中

核工業団地）な

ど 

返済期日が1年

を超える債務 

将来発生する退

職手当見込み額 

リース債務など 

1年以内に返済

期日が訪れる債

務 

翌年度に支払う

ことが予定され

る賞与のうち、

当該年度期間分 

1年以内に返済

期間が訪れるリ

ース債務など 

資産形成のため

に充当した資源

の蓄積額 

消費可能な資源

の蓄積額 
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貸借対照表の見方は？ 
 

基準時点（年度末）における市の財政状態（資産・負債・純資産の残高及び内訳） 

を示すものです。市が現在どれだけの資産を所有し、その資産がどのような財源によ

り形成されたか、また、資産に対して将来世代の負担がどれだけあるかなどがわかり

ます。なお、「資産＝負債＋純資産」となります。 
 

借方 貸方 
 

負 債 
 

 

資 産 

 
市が所有し 
ている資産 

将来世代の
負担 

 

 
純資産 

 

これまでの
世代の負担 

 

 

左側（借方）が年度末において市が所有する資産を表し、右側（貸方）が資産を形

成するためにどのような資金調達を行ったかを表します。また、負債は翌年度以降に

支払う義務のある金額で、純資産はこれまで支払ってきた金額を表します。 

負債の額が増加し、純資産が減少していくと不健全な財政状況となっていきます。

負債の額が資産の額を上回り、純資産がマイナスの状態になると「債務超過」となり

ます。 

本市では資産が負債を大きく上回っていることから、健全な財政状況であると言え

ます。 

ただし、資産全体の８割以上を有形固定資産が占めており、それらに係る減価償却 

費や維持管理経費などが経常費用として発生してくることに留意する必要があります。 

また、貸借対照表の計上項目の内訳については、附属明細書の２３ページ～２９ペ

ージをご覧ください。 

 

 

市民一人当たりの資産額＝１７１万６千円（対前年度+４万６千円） 
資産額６０，１２９百万円÷住民基本台帳人口３５，０３９人（令和２年３月３１日時点） 
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一般会計等行政コスト計算書 
自 平成３１年４月 １日 
至 令和 ２年３月３１日（単位：百万円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※（  ）内は対前年度増減額

経常費用     14,446（△552） 

〇業務費用          7,390（△600） 

 ・人件費          2,405（＋ 21） 

   職員給与費       1,916（＋ 33） 

   賞与等引当金繰入額    154（＋ 1） 

   退職手当引当金繰入額    -（ - ） 

   その他          335（△ 11） 

 ・物件費等         4,766（△615） 

   物件費         2,604（△775） 

 維持補修費        359（＋126） 

   減価償却費       1,804（＋ 35） 

 ・その他の業務費用      219（△ 6） 

   支払利息         108（△ 17） 

   徴収不能引当金繰入額    26（△ 5） 

   その他           85（＋ 16） 

〇移転費用          7,056（＋ 48） 

 ・補助金等         3,093（△ 47） 

 ・社会保障給付       2,592（△ 72） 

 ・他会計への繰出金     1,367（＋ 21） 

 ・その他            3（＋ 1） 

経常収益       468（△ 53） 

〇使用料及び手数料       228（△ 8） 

〇その他            240（△ 45） 

純経常行政コスト 13,978（△499） 

〇臨時損失           327（＋273） 

 ・災害復旧事業費       289（＋256） 

 ・資産売却損          38（＋ 38） 

 ・その他             0（△ 21） 

〇臨時利益            33（△ 1） 

 ・資産売却益          33（△ 1） 

純行政コスト 14,273（△224） 

新庄市の行政コスト計算書 

令和元年度の一般会計の行政コスト計算書について見てみましょう 
令和元年度の会計期間中（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日）の経常的

な行政サービスにかかった経常費用（経常行政コスト）は１４４億５千万円で、経

常収益（使用料・手数料等の行政サービスの利用者負担額）を差し引いた純経常行

政コストは１３９億８千万円です。 

また、資産の売却などに係る臨時的な損益を加味した

 

翌年度6月に支給する期末勤勉手当見込額 

当該年度に繰り入れた退職手引金 

消耗品費、光熱水費、委託料、使用料など 

消耗品費、光熱水費、委託料、使用料など 

固定資産について、取得価格を法定耐用年数で

除した額を費用として計上したもの 

市債償還額のうち利子分 

当該年度に繰り入れた徴収不能引当金 

補助金、助成金、負担金 

扶助費（障害者自立支援給付費、生活保護費な

ど） 

特別会計への繰出金 

施設使用料などの利用者負担 

財産貸付収入、雑収入など 

災害復旧費や資産除売却損など臨時的に発生す

る経費 

資産の売却による収入が固定資産台帳価格を上

回る場合の差額など 
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行政コスト計算書の見方は？ 
 
 

行政コスト計算書は福祉や消防、教育などの行政サービスを行うために必要な費用 

（コスト）の一覧表で、道路や公共施設などの整備や基金への積立など資産の形成に

かかる経費を除いた、会計期間中の行政サービスに使った費用・収益の取引高を明ら

かにすることを目的としたものです。この表により、コストの状況や行政サービスの

対価として得られた収入の状況などがわかります。 

前頁を見ると、新庄市の場合、「補助金等」に多くのコストがかかっていることが

わかります。これは、ごみ処理や常備消防などを一部事務組合（最上広域市町村圏事

務組合等）で行っていることから、一部事務組合への負担金が多額となっているため

です。 

また、近年は子育て支援や障害者福祉、生活保護に係る経費が増加し続けているこ

とから「社会保障給付」に係るコストの割合が大きくなってきています。 

なお、行政コスト計算書を見る際の留意点として、引当金繰入額や減価償却費と 

いった現金支出を伴わないコストが計上されている点や、税収や地方交付税等がサー

ビス対価の経常収益とみなされず計上されていない点があります。 

社会保障給付が増加し続けているにもかかわらず、その大きな財源となる国県支出

金が経常収益として計上されていないため、純行政コストを増大させる要因となって

います。 

また、行政コスト計算書の計上項目の内、「補助金等」の内訳については、附属明

細書の３０ページをご覧ください。 
 

 

減価償却費とは 
建物など固定資産は時間の経過とともに価値が減少していくことから、会計上

も同様に一定期間にわたり価値を減少させます。このことを「減価償却」とい

い、当該年度に減少させた分をコストとして計上したものが「減価償却費」で

す。 
 

 

市民一人当たりの経常費用（経常行政コスト） 

＝４１万２千円（対前年度△１万１千円） 
経常行政コスト１４，４４６百万円÷３５，０３９人 

市民一人当たりの純行政コスト 

＝４０万７千円（対前年度△２千円） 
純行政コスト１４，２７３百万円÷住民基本台帳人口３５，０３９人 

住民基本台帳人口は令和２年３月３１日時点
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一般会計等行政コスト計算書 

自 平成３１年４月 １日 

至 令和 ２年３月３１日 （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（  ）内は対前年度増減額 

 

 

前年度末純資産残高  42,044（＋ 73） 

〇純行政コスト         △14,273（＋224） 

〇財源              14,493（△ 40） 

 ・税収等            10,559（△554） 

 ・国県等補助金         3,934（＋514） 

本年度差額       219（＋183） 

〇固定資産等の変動（内部変動） 

 ・有形固定資産等の増加 

 ・有形固定資産等の減少 

 ・貸付金・基金等の増加 

 ・貸付金・基金等の減少 

〇資産評価差額          △ 1（△ 1） 

〇無償所管換等            1（△ 36） 

〇その他               -（ - ） 

  本年度純資産変動額     219（＋146） 

本年度末純資産残高 42,262（＋218） 

新庄市の純資産変動計算書 

 

「純資産」とは、道路や公共施設などの資産（貸借対照表の借方）の取得のために、

これまでの世代が既に負担したものです。この表は貸借対照表の「純資産」が、会計

期間中にかかった純行政コストや税収等の収入、そして固定資産などの増減により、

１年間にどのように変動したかを表しています。 
 

 
令和元年度は「本年度差額」がプラスになっています。これは、当年度の

行政サービスにかかったコストを当年度の財源（税収等及び国県等補助 

金）でまかなうことが出来たということであり、将来世代へ負担を先送りす

ることなく行政サービスを行えたといえます。 

 
令和元年度の純行政コスト１４２億７千万円に対して、財源となる税収等や国県等

補助金などは１４４億９千万円ですので、本年度差額は２億２千万円です。 

この本年度差額などにより、令和元年度の純資産は平成３０年度末の純資産より２

億２千万円増加し、４２２億６千万円となりました。 

行政コスト計算書の「純行政コスト」と一致 

市税、税交付金、地方交付税、地方譲与税など 

国・県支出金 

有形固定資産税等（有形固定資産、無形固定資

産）及び貸付金・基金等（投資その他の資産、

流動資産のうち短期貸付金及び基金）の増減額

をそれぞれ計上する。 

有価証券等の評価差額 

無償で譲渡または取得した固定資産の評価額 

貸借対照表の「純資産」と一致 
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一般会計等資金収支計算書 

自 平成３１年４月 １日 

至 令和 ２年３月３１日 （単位：百万円） 

業務活動収支    1,469（△ 45） 

〇業務支出           12,616（△576） 
 ・業務費用支出        5,560（△624） 
 ・移転費用支出        7,056（＋ 48） 
〇業務収入           14,198（△532） 
 ・税収等収入         10,528（△562） 
 ・国県等補助金収入      3,305（＋ 79） 
 ・使用料及び手数料収入     228（△ 8） 
 ・その他の収入         138（△ 40） 
〇臨時支出            289（＋256） 
 ・災害復旧事業費支出      289（＋256） 
〇臨時収入            176（＋167） 

投資活動収支   △2,384（△1,599） 

〇投資活動支出         3,986（＋1,885） 
 ・公共施設等整備費支出    2,402（＋1,601） 
 ・基金積立金支出        588（＋265） 
 ・投資及び出資金支出       28（＋ 1） 
 ・貸付金支出          969（＋ 19） 
〇投資活動収入         1,602（＋286） 
 ・国県等補助金収入       453（＋268） 
 ・基金取崩収入         101（  0） 
 ・貸付金元金回収収入     1,007（＋ 17） 
 ・資産売払収入          42（＋ 1） 

財務活動収支       734（＋1,145） 

〇財務活動支出         1,429（＋ 44） 
 ・地方債償還支出       1,350（＋ 34） 
 ・その他の支出          79（＋ 10） 
〇財務活動収入         2,163（＋1,189） 
 ・地方債発行収入       2,163（＋1,189） 
 ・その他の収入          -（ - ） 

本年度資金収支額  △181（△499） 

〇前年度末資金残高       1,009（＋318） 

本年度末資金残額   828（△181） 

〇前年度末歳計外現金残高     113（＋ 3） 

〇本年度歳計外現金増減額     △6（△ 9） 

〇本年度末歳計外現金残高     108（△ 5） 

本年度末現金預金残高  936（△186） 

※（  ）内は対前年度増減額

新庄市の資金収支計算書 

 
業務活動収支が１４億７千万円、投資活動収支が△２３億８千万円、財務活動収支が
７億３千万円となり、合計して、本年度収支は△１億８千万円となりました。平成 
３０年度末の資金残高１０億１千万円に本年度収支を合わせると、令和元年度末資金
残高は８億３千万円となりました。 

投資活動及び財務活動以外の業務の提供に関す

る活動に係る収支 

人件費、物件費等、市債の支払い利息など 

事業実施等に係る補助金・助成金・負担金、福

祉・医療・子育て・障害・生活保護などの扶助

費、他会計への繰出金 

投資活動収入以外の国・県支出金 

建物等の建設や用地取得、出資など資産形成に

係る支出、基金の積立・取崩などに伴う資金の

収支 

公共施設等の整備に係る国・県支出金 

 

一会計期間における現金収支の状況を、業務

活動（投資活動及び財務活動以外の業務）、投

資活動（公共施設等整備）、財務活動（地方債

発行・償還等）の区分別に示したものです。ど

のような活動に資金を必要とし、その資金をど

のように賄ったかを示しています。 

 実際の現金の動きを示すもので、市の決算書

に近い財務書類といえます。 

資金収支計算書の見方は？ 

市債発行額や市債の元金償還等に係る資金収支 

リース債務の支払い 

各資金収支の合計 

形式収支（翌年度への繰越金） 

歳計外現金（一時的に預かる保証金等抗菌では

ないもの）の残高の動き 

貸借対照表の流動資産中「現金預金」と一致 
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ここでは、令和元年度財務書類の数値を用いた様々な財政指標により市の財

政状況を分析します。 
※比率の算定方法及び類似団体平均数値は、国の「統一的な基準による財務書類に関する調査」による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財務書類から見えてくる市の財政状況 

〇基礎的財政収支（プライマリーバランス） 
 （H30類似団体平均値    △５１０万円） 

R01指標：△５億３，５５８万円 

H30指標： ８億２，６５２万円 

 地方債などの元利償還金を除いた支出と、地方債発行（借入）などの借金による収入を除いた

収入のバランスを見る指標です。収支がプラスの場合は、借金に頼らない事業実施が行われてい

ることを示しています。 

算定式：資金収支計算書上の業務活動収支※１＋投資活動収支※２ 

※１支払利息支出を除く、※２基金積立金支出及び基金取崩収入を除く 

分析：令和元年度の基礎的財政収支は△５億３，５５８万円（対前年度△１３億６，２１０万

円）と赤字であり、令和元年度の単年度としての収支は健全ではないといえます。 

少雪による除排雪経費の減少により業務活動収支は減少しましたが、明倫学園義務教育学

校建設より投資活動収支は大幅に増加した結果、基礎的財政収支は赤字となりました。明

倫学園義務教育学校建設の財源として多くの市債を発行していることが主な要因となって

います。 

類似団体平均と比較しても赤字額が大きくなっています。今後も明倫学園義務教育学校建

設などの大規模事業や老朽化した市有施設等の改修事業が続ことから、数年間は赤字が続

くと予想されますが、黒字となるよう更なる行政コストの削減に努めます。 

 

 

〇債務償還可能年数 
 （H30類似団体平均値  ―  ） 

R01指標：  ９．４年 

H30指標：  ９．２年 

借入金残高等の実質的な債務に対し、各年度の償還可能財源（資金収支計算書等の数値をもと

に算出）を返済に充てた場合、どの程度の年数で償還可能かを示しています。債務償還可能年数

が短いほど、債務償還能力が高いと言えます。 

算定式： 

実質債務（将来負担額※１－充当可能基金残高）÷償還財源（業務収入等※２－業務支出※３） 

※１将来負担額及び充当可能基金残高については、地方公共団体健全化法上の将来負担比率の

算定方法による。 

※２業務収入は、資金収支計算書における業務収入（地方税、地方交付税等）による。また、

業務収入等は、「業務収入＋減収補補填債特例分発行額＋臨時財政対策債発行可能額」と

する。 

※３業務支出は、資金収支計算書における業務支出（人件費、物件費、補助金等）による。 

分析：令和元年度の債務償還可能年数は９．４年（対前年度＋０．２年）となっています。充当

基金残高が増えていますが、それ以上に市債残高が増加したため将来負担額が伸びたこと

から微増となりました。 

財政の持続可能性（健全性） 

 持続可能性は（健全性）は、財政に持続可能性があるか（借金などの負債と収支のバ

ランスはとれているか）という、財政運営に関する本質的な視点です。財務書類におい

ては発生主義により、引当金や未払金など全ての負債を捉えることができます。 
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〇純資産比率 
 （H30類似団体平均値    ７１．７％） 

R01指標：７０．３％ 

H30指標：７１．０％ 

 この比率が高いほど、これまでの世代の負担によって資産を取得してきたことを意味します。 

純資産の変動は、将来世代と現世代の間で負担の割合が変動したことを意味します。純資産の減

少は、現世代が将来世代にとっても利用可能な資源を費消して便益を得た一方で、将来世代に負

担が先送りされたことを意味し、逆に、純資産が増加すれば、現世代の負担によって将来世代も

利用可能な資源を蓄積したことになります。 

算定式：純資産※÷資産合計 

※貸借対照表の純資産及び資産合計 

分析：令和元年度の比率は７０．３％（対前年度△０．７％）となり、類似団体平均と同程度の

率となっています。 

将来世代の負担に比べ、これまでの世代による負担が多くなっていることがわかります

が、今後、将来世代に過大な負担を残すことのないよう、引き続き行政コストの削減、計

画的な施設更新に努めます。 

 

 

〇将来世代負担比率 
 （H30類似団体平均値 １８．５％） 

R01指標：  １６．４％ 

H30指標：  １４．７％ 

社会資本等について、将来の償還等が必要な地方債（市債）等により形成されている割合で

す。社会資本等形成に係る将来世代の地方債負担の比重を把握することができます。 

算定式：地方債残高※÷有形・無形固定資産合計 

※附属明細書「地方債（借入先別）」。資本形成に充当されない臨時財政対策債、減税補填債

等は除く。 

分析：令和元年度の比率は１６．４％（対前年度＋１．７％）です。 

これまで、建設事業を行う際には、交付税措置のない市債の発行を必要最小限に抑制して

きたことで、類似団体平均値より低い率となっています。令和元年度は、明倫学園義務教

育学校建設に伴い地方債残高が増加したことから比率が増加しました。今後も明倫学園義

務教育学校建設などの大規模事業や老朽化した市有施設等改修事業など大規模事業が続き

ますが、引き続き、市債残高の圧縮と、将来世代の負担が過大にならないような計画的な

市債発行を行っていきます。 

世代間公平性 

 道路や学校などの公共施設は、将来世代に引き継がれ、長期間利用され続けるもので

す。世代間の負担の公平性の観点に基づき、指標の動きに注視していきますが、一方

で、財政の健全性という観点では、交付税措置のない市債の発行は必要最小限にとどめ

るべきでありますので、他団体と比較しながら適切な負担割合となるよう検討していき

ます。 
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〇有形固定資産減価償却率 
 （H30類似団体平均値    ５９．７％） 

R01指標：５８．８％ 

H30指標：５７．７％ 

 有形固定資産のうち、償却資産の取得価額等に対する減価償却累計額の割合を計算することに

より、耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているのかを把握することができます。

数値が高いほど老朽化が進んでいることを示しています。 

算定式：減価償却累計額※１÷（有形固定資産合計※２－土地等の非償却資産※３＋減価償却累計額） 

※１貸借対照表の事業用資産及びインフラ資産に属する各減価償却累計額の合計 

※２貸借対照表の有形固定資産 

※３貸借対照表の土地、立木竹、建設仮勘定及び物品の合計 

分析：分析：平成３０年度の比率は５７．７％（対前年度＋１．６％）で、類似団体平均と同程

度の率となっています。公共施設等の老朽化対策は当市においても大きな課題となってい

ますが、公共施設等総合管理計画に基づき、施設の最適な配置・長寿命化を推進していく

ことで、公共施設等の適正管理に努めます。 

内訳 主な資産 取得価格 減価償却累計 期末簿価 構成比 
減価償

却 率 

生活イン

フラ 

道路、橋りょう、公営住

宅、公園など 
560億7,399万円 317億2,007万円 243億5,392万円 65.7% 55.2% 

教育 

学校、市民文化会館、市

民プラザ、図書館、市民

体育館など 

238億6,972万円 145億5,190万円 93億1,782万円 28.0% 60.3% 

福祉 
保育所、放課後児童クラ

ブなど 
5億5,284万円 3億5,237万円 2億0,047万円 0.6% 61.8% 

環境衛生 
斎場、保健センター、公

衆便所など 
8億3,155万円 5億2,033万円 3億1,122万円 1.0% 61.0% 

産業振興 エコロジーガーデンなど 10億2,430万円 6億2,881万円 3億9,548万円 1.1% 67.9% 

消防 
防災行政無線、積載車、

消火栓、防火貯水槽など 
15億4,347万円 13億5,677万円 1億8,671万円 1.8% 87.5% 

総務 市庁舎、普通財産など 14億6,427万円 10億2,469万円 4億3,958万円 1.8% 63.9% 
合計  853億6,013万円 501億5,493万円 352億0,520万円 100.0% 57.70% 

 

 

〇歳入額対資産比率 
 （H30類似団体平均値 ４．１年） 

R01指標：  ３．１年 

H30指標：  ３．３年 

当該年度の歳入総額に対する資産の比率です。これまでに形成されたストックとしての資産が、

歳入の何年分に相当するかを表し、他団体と比較することで市の資産形成の度合いを測ることがで

きます。 

算定式：資産合計÷歳入総額※ 

※資金収支計算書の収入、前年度末資金残高の合計 

分析：令和元年度の比率は３．１年（対前年度△０．２年）です。類似団体平均を少し下回る率

となっていますが、ごみ処理や常備消防などを一部事務組合で行っていることから、それ

らに係る多額の資産について一般会計等では資産計上されていないためです。 

資産形成度 

 資産形成度とは、「将来の世代に残る資産はどの程度あるか」という観点に基づく指

標です。 
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【様式第1号】

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 56,889,996   固定負債 16,196,892

    有形固定資産 50,240,165     地方債 13,812,769

      事業用資産 21,896,070     長期未払金 -

        土地 7,263,222     退職手当引当金 2,271,468

        立木竹 -     損失補償等引当金 -

        建物 30,795,845     その他 112,655

        建物減価償却累計額 -19,092,230   流動負債 1,670,054

        工作物 3,045,019     １年内償還予定地方債 1,358,684

        工作物減価償却累計額 -1,585,497     未払金 -

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 154,262

        航空機 -     預り金 107,976

        航空機減価償却累計額 -     その他 49,131

        その他 - 負債合計 17,866,946

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 1,469,711   固定資産等形成分 59,071,730

      インフラ資産 27,066,587   余剰分（不足分） -16,809,356

        土地 4,975,055

        建物 75,098

        建物減価償却累計額 -75,098

        工作物 51,444,169

        工作物減価償却累計額 -29,402,110

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 49,472

      物品 2,172,068

      物品減価償却累計額 -894,559

    無形固定資産 -

      ソフトウェア -

      その他 -

    投資その他の資産 6,649,831

      投資及び出資金 4,066,476

        有価証券 -

        出資金 459,376

        その他 3,607,100

      投資損失引当金 -

      長期延滞債権 185,232

      長期貸付金 364,776

      基金 2,051,932

        減債基金 30,174

        その他 2,021,758

      その他 -

      徴収不能引当金 -18,584

  流動資産 3,239,323

    現金預金 936,051

    未収金 77,894

    短期貸付金 42,142

    基金 2,139,591

      財政調整基金 2,139,023

      減債基金 568

    棚卸資産 51,066

    その他 -

    徴収不能引当金 -7,421 純資産合計 42,262,373

資産合計 60,129,319 負債及び純資産合計 60,129,319

一般会計等貸借対照表
（令和2年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

    その他 -

純行政コスト 14,273,278

    その他 9

  臨時利益 32,540

    資産売却益 32,540

    資産除売却損 38,160

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

純経常行政コスト 13,978,433

  臨時損失 327,385

    災害復旧事業費 289,216

  経常収益 467,728

    使用料及び手数料 227,569

    その他 240,158

      社会保障給付 2,592,201

      他会計への繰出金 1,367,405

      その他 2,770

        その他 85,222

    移転費用 7,055,688

      補助金等 3,093,312

      その他の業務費用 219,186

        支払利息 107,959

        徴収不能引当金繰入額 26,006

        維持補修費 358,766

        減価償却費 1,803,792

        その他 -

        その他 334,764

      物件費等 4,766,433

        物件費 2,603,875

        職員給与費 1,915,828

        賞与等引当金繰入額 154,262

        退職手当引当金繰入額 -

  経常費用 14,446,161

    業務費用 7,390,473

      人件費 2,404,854

一般会計等行政コスト計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額
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【様式第3号】

（単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 42,043,834 57,990,674 -15,946,839

  純行政コスト（△） -14,273,278 -14,273,278

  財源 14,492,600 14,492,600

    税収等 10,559,090 10,559,090

    国県等補助金 3,933,511 3,933,511

  本年度差額 219,322 219,322

  固定資産等の変動（内部変動） 1,081,839 -1,081,839

    有形固定資産等の増加 2,462,456 -2,462,456

    有形固定資産等の減少 -1,876,885 1,876,885

    貸付金・基金等の増加 1,697,737 -1,697,737

    貸付金・基金等の減少 -1,201,470 1,201,470

  資産評価差額 -1,493 -1,493

  無償所管換等 710 710

  その他 - - -

  本年度純資産変動額 218,539 1,081,056 -862,517

本年度末純資産残高 42,262,373 59,071,730 -16,809,356

一般会計等純資産変動計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日
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【様式第4号】

（単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 113,477

本年度歳計外現金増減額 -5,501

本年度末歳計外現金残高 107,976

本年度末現金預金残高 936,051

    その他の収入 -

財務活動収支 734,023

本年度資金収支額 -180,822

前年度末資金残高 1,008,897

本年度末資金残高 828,075

  財務活動支出 1,428,902

    地方債償還支出 1,350,102

    その他の支出 78,801

  財務活動収入 2,162,925

    地方債発行収入 2,162,925

    貸付金元金回収収入 1,007,466

    資産売却収入 41,581

    その他の収入 -

投資活動収支 -2,384,140

【財務活動収支】

    貸付金支出 968,524

    その他の支出 -

  投資活動収入 1,602,126

    国県等補助金収入 452,579

    基金取崩収入 100,500

【投資活動収支】

  投資活動支出 3,986,266

    公共施設等整備費支出 2,402,074

    基金積立金支出 587,720

    投資及び出資金支出 27,947

  臨時支出 289,216

    災害復旧事業費支出 289,216

    その他の支出 -

  臨時収入 175,759

業務活動収支 1,469,296

  業務収入 14,198,336

    税収等収入 10,527,877

    国県等補助金収入 3,305,173

    使用料及び手数料収入 227,620

    その他の収入 137,668

    移転費用支出 7,055,688

      補助金等支出 3,093,312

      社会保障給付支出 2,592,201

      他会計への繰出支出 1,367,405

      その他の支出 2,770

    業務費用支出 5,559,896

      人件費支出 2,405,314

      物件費等支出 2,971,955

      支払利息支出 107,959

      その他の支出 74,669

一般会計等資金収支計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 12,615,584
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一般会計等における注記  

 

１ 重要な会計方針 

 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

ただし、取得原価と再調達原価の乖離が大きいものについては、再調達原価をもって取得原価

としています。 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

なお、取得原価の判明・不明に係らず、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としてい

ます。 

イ 昭和 60 年度以後に取得したもの  

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

なお、取得原価の判明・不明に係らず、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としてい

ます。 

② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

 

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券･･････････････････････償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価 

③ 出資金 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額 

 

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   販売用土地･････････個別法による低価法 

 

（４）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 
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なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物    15 年～50 年 

工作物   10 年～75 年  

物品      2 年～20 年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（5 年）に基づく定額法によっています。） 

③ リース資産 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1 年以内のリース取

引及び重要性の乏しいものでリース契約 1 件あたりのリース料総額が 300 万円以下のファイ

ナンス・リース取引を除きます。） 

･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

･････････リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法 

④ 共通事項 

・減価償却は取得の翌年度から開始します。 

・耐用年数を経過した後においても存する場合は、原則として備忘価額 1 円を計上しますが、

無形固定資産については備忘価額を計上しません。 

・土地、立木竹、美術品・骨董品、歴史的建造物、建設仮勘定については減価償却を行いません。 

 

（５）引当金の計上基準及び算定方法 

  ① 投資損失引当金 

    市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質価額

が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。 

② 徴収不能引当金 

  未収金について、回収不能が見込まれる債権については、個別に回収可能性を検討し、それ以外

の債権については、過去 5 年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。  

長期延滞債権について、回収不能が見込まれる債権については、個別に回収可能性を検討し、そ

れ以外の債権については、過去 5 年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上していま

す。 

長期貸付金について、回収不能が見込まれる債権については、個別に回収可能性を検討し、それ

以外の債権については、過去 5 年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

③ 退職手当引当金 

山形県市町村職員退職手当組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当

として支給された額の総額を控除した額を、退職手当債務（期末自己都合要支給額）から控除した

額を計上しています。 

④ 賞与等引当金 

翌年度 6 月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額に

ついて、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 
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（６）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が 1 年以内のリース取引及びリース料総

額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

･････････通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。  

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

･････････売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

･････････通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

（７）資金収支計算書における資金の範囲  

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んで

います。 

 

（８）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

 

（９）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額が 50 万円以上の場合に固定資産として計上しています。 

美術品については、取得価額に関わらず、すべて固定資産として計上しています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、償却資産に対して修繕等を行った場合に、修繕等に

係る支出が当該償却資産の資産価値を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められるか

どうかを判断し、認められる部分に対応する金額を資本的支出として資産に計上しています。 

ただし、修繕等に要した金額が 60 万円未満であるときは修繕費として処理しています。 

  ③ 子ども子育て支援新制度における施設型給付費について、市立保育所（泉田保育所、中部保育

所）に係る 130,475 千円を収益費用及び収入支出より控除しています。市立保育施設の施設型給付

費については、市が扶助費として支出した給付費を、法定代理受領により市が負担金として収入す

る制度となっています。市の内部で生じている収支であり、相殺消去しています。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

  該当事項はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

（１）主要な業務の改廃  

該当事項はありません。  
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（２）組織・機構の大幅な変更  

該当事項はありません。 

 

４ 偶発債務 

  該当事項はありません。 

 

５ 追加情報 

  

（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

一般会計 

  ② 一般会計等と普通会計の対象範囲の差異 

    差異はありません。 

③ 千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 

④ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況（平成 30 年度）は、

次のとおりです。 

実質赤字比率   ‐％ 

連結実質赤字比率  ‐％ 

実質公債費比率    8.0％ 

将来負担比率     25.8％ 

⑤ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 132,199 千円  

⑥ 繰越事業に係る将来の支出予定額 204,893 千円 

  ⑦ 過年度修正等に関する事項 該当事項はありません。 

 

（２）貸借対照表に係る事項 

① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

ア 範囲 

令和 2 年度予算（令和 3 年 2 月 28 日現在）において、財産収入として措置されている公 

共資産 

イ 内訳 該当事項はありません。 

② 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含

まれることが見込まれる金額  14,264,320 千円  

③ 減債基金に係る積立不足額 

  該当事項はありません。 

④ 基金借入額（繰替運用）残高 

  該当事項はありません。 

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおりで

す。 
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（単位：千円） 

項目 金額 

標準財政規模 9,449,318 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 1,209,375 

将来負担額 24,115,396 

充当可能基金額 4,997,677 

特定財源見込額 2,724,542 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 14,264,320 

 

⑥ 地方自治法第 234 条の 3 に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額  

161,786 千円 

 

（３）純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

 

（４）資金収支計算書に係る事項 

① 基礎的財政収支               （単位：千円） 

 一般会計等 

業務活動収支（Ａ） 1,469,296 

うち支払利息支出（Ｂ） 107,959 

投資活動収支（Ｃ） △2,384,140 

うち基金積立金支出（Ｄ） 587,720 

  基金取崩収入（Ｅ） 100,500 

基礎的財政収支 

（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 

△319,665 

 

② 既存の決算情報との関連性                    （単位：千円） 

 一般会計等 

収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書 19,278,518 18,450,442 

財務書類の対象となる会計の範囲の相

違に伴う差額※１ 

 

0 

 

0 

繰越金に伴う差額※２ 1,008,877 ‐ 

子ども子育て支援新制度における市立   
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保育所分施設型給付費に伴う差額※３ 130,475 130,475 

資金収支計算書 18,139,146 18,319,968 

 ※１ 地方自治法第 233 条第 1 項に基づく歳入歳出決算書は「一般会計」を対象としているのに対し、

資金収支計算書は「一般会計等」を対象範囲としています。新庄市の場合は「一般会計」と「一般

会計等」の対象範囲に差異はないため、差額は生じません。 

※２ 繰越金については、歳入歳出決算書では収入として計上しますが、統一的な基準による資金収支

計算書では計上しないため、その分だけ差額が生じます。 

※３ 市立保育施設（泉田保育所、中部保育所）の施設型給付費については、市が扶助費として支出し

た給付費を、法定代理受領により市が負担金として収入する制度となっています。市の内部で起き

ている収支であり、一般会計の中で相殺消去しています。 

 

③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

（単位：千円） 

 金額 

資金収支計算書  

  業務活動収支 1,469,296 

  投資活動収入の国県等補助金収入 452,579 

  未収債権額の増加 79,133 

  未収債権額の減少 △40,610 

  減価償却費 △1,803,792 

  賞与等引当金繰入額（増減額） 460 

  退職手当引当金繰入額（増減額） 76,103 

  徴収不能引当金繰入額（増減額） △8,218 

  資産除売却損 △38,160 

  資産売却益 32,540 

  その他 △9 

純資産変動計算書の本年度差額 219,322 

 

  ④ 一時借入金 

  資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

  なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

  一般会計等    

一時借入金の限度額    1,500,000 千円 

   一時借入金に係る利子額       なし 

  

⑤ 重要な非資金取引 重要な非資金取引は以下のとおりです。 

新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額 25,366 千円 
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3
,9

5
5
,8

5
6

2
,3

6
5
,0

9
2

1
,5

9
0
,7

6
5

1
7
5
,2

3
0

1
.5

1
%

2
4
,0

5
7

0
2
,6

5
0

2
,6

5
0

(財
)山

形
県

消
防

協
会

1
,0

6
3

1
0
0
,1

7
4

1
0
,4

3
8

8
9
,7

3
6

5
0
,0

0
0

2
.1

3
%

1
,9

0
8

0
1
,0

6
3

1
,0

6
3

(財
)や

ま
が

た
農

業
支

援
セ

ン
タ

ー
1
1
,2

1
2

2
,5

9
3
,2

1
4

2
2
7
,7

5
4

2
,3

6
5
,4

6
0

1
,9

1
8
,2

5
5

0
.5

8
%

1
3
,8

2
6

0
1
1
,2

1
2

1
1
,2

1
2

(財
)山

形
県

国
際

交
流

協
会

3
,5

4
8

3
6
3
,1

9
8

4
,9

6
0

3
5
8
,2

3
7

3
5
6
,8

8
6

0
.9

9
%

3
,5

6
1

0
3
,5

4
8

3
,5

4
8

(財
)山

形
県

体
育

協
会

7
2

4
1
0
,8

4
5

2
0
,5

4
1

3
9
0
,3

0
4

3
8
0
,8

5
3

0
.0

2
%

7
4

0
7
2

7
2

(財
)山

形
県

総
合

社
会

福
祉

基
金

7
,2

4
4

1
,4

0
7
,4

8
5

3
0
7

1
,4

0
7
,1

7
8

1
,3

6
6
,6

0
6

0
.5

6
%

7
,8

2
6

0
7
,2

4
4

7
,6

0
0

(財
)地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

3
5
0

4
,5

6
2
,8

4
8

2
7
3
,1

5
1

4
,2

8
9
,6

9
8

2
,4

5
0
,7

7
0

0
.0

1
%

6
1
3

0
3
5
0

3
5
0

（
財

）
山

形
県

み
ど

り
推

進
機

構
2
3
,3

0
2

2
,8

9
0
,8

6
3

2
9
,3

2
4

2
,8

6
1
,5

3
9

2
,4

9
1
,1

8
8

0
.9

4
%

2
6
,7

6
6

0
2
3
,3

0
2

2
3
,3

0
2

（
財

）
山

形
県

臓
器

移
植

推
進

機
構

1
,6

3
0

2
2
5
,5

1
6

8
6
6

2
2
4
,6

5
0

1
8
5
,8

4
5

0
.8

8
%

1
,9

7
0

0
1
,6

3
0

1
,6

3
0

㈶
山

形
県

暴
力

追
放

運
動

推
進

セ
ン

タ
ー

4
,7

5
1

8
6
1
,9

0
4

1
,1

5
4

8
6
0
,7

5
0

7
8
4
,0

3
6

0
.6

1
%

5
,2

1
6

0
4
,7

5
1

4
,7

5
1

㈶
山

形
県

勤
労

者
育

成
教

育
基

金
協

会
9
,3

3
0

1
,2

6
0
,7

1
8

1
5
8

1
,2

6
0
,5

5
9

1
,0

0
4
,6

0
0

0
.9

3
%

1
1
,7

0
7

0
9
,3

3
0

9
,3

3
0

山
形

県
土

地
改

良
事

業
団

体
連

合
会

6
0
0

5
,2

0
4
,2

7
4

1
,2

4
9
,7

5
0

3
,9

5
4
,5

2
4

6
5
,5

2
0

0
.9

2
%

3
6
,2

1
4

0
6
0
0

6
0
0

山
形

県
住

宅
供

給
公

社
5
0
0

7
,8

3
1
,0

2
0

4
1
9
,7

2
3

7
,4

1
1
,2

9
7

2
6
,0

0
0

1
.9

2
%

1
4
2
,5

2
5

0
5
0
0

5
0
0

新
庄

信
用

金
庫

5
0
0

7
5
,3

8
3
,5

8
7

7
1
,3

9
0
,3

2
9

3
,9

9
3
,2

5
8

2
2
6
,5

3
0

0
.2

2
%

8
,8

1
4

0
5
0
0

5
0
0

㈳
山

形
県

青
果

物
生

産
出

荷
安

定
基

金
協

会
4
3
0

6
7
4
,5

3
9

2
9
4
,2

7
3

3
8
0
,2

6
7

2
8
0
,0

0
0

0
.1

5
%

5
8
4

0
4
3
0

4
3
0

㈳
山

形
県

畜
産

協
会

7
0
0

9
3
1
,6

1
7

3
5
7
,0

3
9

5
7
4
,5

7
8

3
1
5
,9

2
0

0
.2

2
%

1
,2

7
3

0
7
0
0

7
0
0

山
形

県
農

業
信

用
基

金
協

会
5
,9

5
0

1
2
5
,7

5
3
,3

2
8

1
1
7
,5

9
4
,8

5
1

8
,1

5
8
,4

7
7

4
,1

1
4
,1

1
0

0
.1

4
%

1
1
,7

9
9

0
5
,9

5
0

5
,9

5
0

最
上

広
域

森
林

組
合

1
5
,7

4
7

5
0
1
,6

5
6

1
4
9
,6

2
1

3
5
2
,0

3
5

1
3
6
,3

1
3

1
1
.5

5
%

4
0
,6

6
7

0
1
5
,7

4
7

1
5
,7

4
7

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構

3
,9

0
0

2
4
,3

4
6
,7

0
0
,0

0
0

2
4
,0

2
2
,8

0
3
,0

0
0

3
2
3
,8

9
7
,0

0
0

1
6
,6

0
2
,0

0
0

0
.0

2
%

7
6
,0

8
7

0
3
,9

0
0

3
,9

0
0

合
計

1
6
7
,1

6
6

－
－

－
－

－
6
4
5
,9

0
9

2
,0

0
9

1
6
5
,1

5
7

1
8
1
,6

5
0
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④
基

金
の

明
細

(単
位

：
千

円
)

種
類

現
金

預
金

有
価

証
券

土
地

そ
の

他
合

計
(貸

借
対

照
表

計
上

額
)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額

財
政

調
整

基
金

2
,1

3
9
,0

2
3

－
－

－
2
,1

3
9
,0

2
3

2
,1

0
3
,0

2
3

減
債

基
金

3
0
,7

4
2

－
－

－
3
0
,7

4
2

3
0
,7

4
2

ま
ち

づ
く
り

応
援

基
金

3
9
0
,1

4
1

－
－

－
3
9
0
,1

4
1

3
3
3
,0

9
4

市
有

施
設

整
備

基
金

1
,2

4
9
,6

3
3

－
－

－
1
,2

4
9
,6

3
3

1
,0

9
9
,6

3
3

シ
ル

バ
ー

福
祉

基
金

1
3

－
－

－
1
3

1
3

地
域

福
祉

基
金

1
2
0
,1

8
9

－
－

－
1
2
0
,1

8
9

1
2
0
,1

8
9

ふ
る

さ
と

水
と

土
保

全
基

金
1
0
,5

8
3

－
－

－
1
0
,5

8
3

1
0
,5

8
3

ま
つ

り
振

興
基

金
2
3
,3

6
6

－
－

－
2
3
,3

6
6

2
3
,3

6
6

も
の

づ
く
り

教
育

奨
励

基
金

1
,5

2
0

－
－

－
1
,5

2
0

1
,5

2
0

五
十

嵐
教

育
奨

学
基

金
3
3
,0

4
5

－
－

－
3
3
,0

4
5

3
3
,0

4
5

土
地

開
発

基
金

3
2
,9

9
1

－
1
3
7
,0

0
9

－
1
7
0
,0

0
0

1
7
0
,0

0
0

肉
用

繁
殖

牛
集

団
導

入
事

業
基

金
1
0
,6

0
7

－
－

1
2
,6

6
1

2
3
,2

6
8

2
3
,2

6
8

合
計

4
,0

4
1
,8

5
3

－
1
3
7
,0

0
9

1
2
,6

6
1

4
,1

9
1
,5

2
3

3
,9

4
8
,4

7
5

⑤
貸

付
金

の
明

細
(単

位
：
千

円
)

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

そ
の

他
の

貸
付

金

　
地

域
総

合
整

備
資

金
貸

付
金

3
5
8
,5

7
6

－
4
2
,1

4
2

－
4
0
0
,7

1
8

　
看

護
師

等
育

成
就

学
資

金
貸

付
金

5
,4

0
0

－
－

－
5
,4

0
0

　
  
山

形
県

暮
ら

し
安

心
資

金
貸

付
事

業
貸

付
金

8
0
0

－
－

－
8
0
0

合
計

3
6
4
,7

7
6

－
4
2
,1

4
2

－
4
0
6
,9

1
8

相
手

先
名

ま
た

は
種

別
長

期
貸

付
金

短
期

貸
付

金
(参

考
)

貸
付

金
計
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⑥
長

期
延
滞

債
権

の
明
細

⑦
未

収
金

の
明

細
(単

位
：
千
円
)

(単
位
：
千
円
)

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

【
貸
付
金
】

【
未
収
金
】

そ
の
他
の
貸
付
金

税
等
未
収
金

　
高

齢
者

住
宅

整
備

資
金

貸
付

金
　
市

税
6
5
,4
2
0

7
,1
3
1

小
計

　
分

担
金

及
び
負

担
金

1
,3
3
6

1
4
6

【
未
収
金
】

そ
の
他
の
未
収
金

税
等
未
収
金

　
使

用
料

及
び
手

数
料

1
,0
1
1

1
3

　
市

税
1
6
2
,7
1
2

1
7
,7
3
6

　
諸

収
入

1
0
,1
2
8

1
3
2

　
分

担
金

及
び
負

担
金

5
,7
9
2

6
3
1

合
計

7
7
,8
9
4

7
,4
2
1

そ
の
他
の
未
収
金

　
使

用
料

及
び
手

数
料

4
,1
1
0

5
3

　
諸

収
入

1
2
,6
1
8

1
6
4

小
計

1
8
5
,2
3
2

1
8
,5
8
4

合
計

1
8
5
,2
3
2

1
8
,5
8
4
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（
２
）
負

債
項

目
の

明
細

①
地
方
債

（
借

入
先

別
）
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

う
ち
1
年

内
償

還
予

定
う
ち
共

同
発

行
債

う
ち
住

民
公

募
債

【
通
常
分
】

8
,2
2
6
,9
7
9

8
0
1
,8
0
5

2
,7
3
0
,9
1
7

4
,0
8
4
,9
5
8

1
1
7
4
2
3
－

－
－

－
－

2
3
6
,8
7
4

　
一
般
公
共
事
業

6
8
2
,1
0
0

4
1
,8
0
8

2
3
9
,8
2
3

4
1
5
,7
0
9

2
6
,5
6
8

－
－

－
－

－

　
公
営
住
宅
建
設

1
1
3
,7
6
2

1
5
,8
2
8

5
4
,9
2
8

3
2
,1
3
5

2
6
,7
0
0

－
－

－
－

－

　
災
害
復
旧

8
9
,4
7
0

8
,1
5
2

8
9
,4
7
0

－
－

－
－

－
－

－

　
教
育
・
福
祉
施
設

2
,8
9
3
,3
8
2

2
0
0
,2
0
2

1
,9
1
6
,1
5
2

3
6
5
,2
0
0

6
1
2
,0
3
0

－
－

－
－

－

　
一
般
単
独
事
業

2
,1
7
5
,9
9
6

3
1
1
,8
6
0

8
2
,2
9
2

1
,6
3
0
,8
1
3

4
5
0
,0
7
8

－
－

－
－

1
2
,8
1
3

　
そ
の
他

2
,2
7
2
,2
6
9

2
2
3
,9
5
5

3
4
8
,2
5
2

1
,6
4
1
,1
0
1

5
8
,8
5
4

－
－

－
－

2
2
4
,0
6
2

【
特
別
分
】

6
,9
4
4
,4
7
5

5
5
6
,8
8
0

6
,2
8
6
,1
2
8

4
8
7
,2
9
8

1
7
1
,0
4
8

－
－

－
－

－

　
臨
時
財
政
対
策
債

6
,8
6
0
,4
1
6

5
3
3
,8
3
4

6
,2
0
2
,0
7
0

4
8
7
,2
9
8

1
7
1
,0
4
8

－
－

－
－

－

　
減
税
補
て
ん
債

8
4
,0
5
8

2
3
,0
4
6

8
4
,0
5
8

－
－

－
－

－
－

－

　
退
職
手
当
債

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

　
そ
の
他

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

　
合
計

1
5
,1
7
1
,4
5
4

1
,3
5
8
,6
8
4

9
,0
1
7
,0
4
5

4
,5
7
2
,2
5
6

1
,3
4
5
,2
7
8

－
－

－
－

2
3
6
,8
7
4

②
地
方
債

（
利

率
別

）
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

地
方
債

等
残

高
1
.5
%
以

下
1
.5
%
超

2
.0
%
以

下
2
.0
%
超

2
.5
%
以

下
2
.5
%
超

3
.0
%
以

下
3
.0
%
超

3
.5
%
以

下
3
.5
%
超

4
.0
%
以

下
4
.0
%
超

(参
考

)
加

重
平

均
利

率

1
5
,1
7
1
,4
5
4

1
3
,5
2
9
,2
8
4

9
6
0
,3
8
2

2
2
9
,0
8
5

2
4
,3
9
6

1
0
7
,4
1
8

1
6
0
,4
0
4

1
6
0
,4
8
5

③
地
方
債

（
返

済
期

間
別

）
の
明
細

(単
位
：
千
円
)

地
方
債

等
残

高
1
年

以
内

1
年

超
2
年

以
内

2
年

超
3
年

以
内

3
年

超
4
年

以
内

4
年

超
5
年

以
内

5
年

超
1
0
年

以
内

1
0
年

超
1
5
年

以
内

1
5
年

超
2
0
年

以
内

2
0
年

超

1
5
,1
7
1
,4
5
4

1
,3
5
8
,6
8
4

1
,3
7
4
,7
5
4

1
,4
2
7
,9
4
9

1
,3
5
7
,8
7
8

1
,2
0
6
,4
8
5

4
,4
4
6
,4
5
5

2
,5
1
2
,8
3
6

1
,2
3
4
,5
0
9

2
5
1
,9
0
4

④
特
定
の
契
約
条
項
が
付
さ
れ
た
地
方
債
の
概
要

(単
位
：
千
円
)

特
定
の
契

約
条

項
が

付
さ
れ
た
地
方
債
等
残
高

－

契
約

条
項

の
概

要

該
当
の
借
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
場
公
募
債

そ
の
他

種
類

地
方

債
等

残
高

政
府

資
金

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構

市
中

銀
行

そ
の
他
の

金
融

機
関
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⑤
引

当
金
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

目
的
使
用

そ
の
他

徴
収
不
能
引
当
金
（
固
定
資
産
）

2
1
,8
6
3

1
8
,5
8
4

1
2
,7
8
8

9
,0
7
5

1
8
,5
8
4

徴
収
不
能
引
当
金
（
流
動
資
産
）

9
,1
6
6

7
,4
2
1

8
0
0

8
,3
6
5

7
,4
2
1

投
資
損
失
引
当
金

0
－

－
－

0

退
職
手
当
引
当
金

2
,3
4
7
,5
7
1

－
－

7
6
,1
0
3

2
,2
7
1
,4
6
8

賞
与
等
引
当
金

1
5
4
,7
2
2

1
5
4
,2
6
2

1
5
4
,7
2
2

－
1
5
4
,2
6
2

合
計

2
,5
3
3
,3
2
2

1
8
0
,2
6
8

1
6
8
,3
1
1

9
3
,5
4
3

2
,4
5
1
,7
3
6

区
分

前
年
度
末
残
高

本
年
度
増
加
額

本
年
度
減
少
額

本
年
度
末
残
高
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2
.行

政
コ
ス
ト
計
算
書
の
内
容
に
関
す
る
明
細

（
１
）
補

助
金

等
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

区
分

名
称

相
手
先

金
額

支
出
目
的

県
営

事
業

負
担

金
山

形
県

7
9
,2
4
8
県

営
事

業
に
対

す
る
経

費
負

担

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
建
設
整
備
費
補
助
金

社
会
福
祉
法
人

2
6
,2
1
0
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
償
還
に
対
す
る
支
援

そ
の
他

－
－

－

計
1
0
5
,4
5
8

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
分
担
金

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

1
,1
6
8
,7
5
3

一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
ご
み
処
理
や
常
備
消
防
等
の
経
費
負
担

子
ど
も
･子

育
て
支
援
給
付
費

支
給
対
象
団
体

4
8
9
,3
4
9

 
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
及
び
各
施
設
の
経
営
基
盤
の
強
化
並
び
に
保
育
士
等
の
処
遇
改
善

療
養
給
付
費
負
担
金

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

3
1
6
,1
4
8
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
医
療
給
付
に
要
す
る
経
費
負
担

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

補
助
金
申
請
者

2
8
9
,5
5
2
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
保
全

退
職

手
当

組
合

負
担

金
山

形
県

市
町

村
職

員
退

職
手

当
組

合
2
2
4
,5
6
8
市

職
員

の
退

職
手

当
に
要

す
る
経

費
負

担

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
費

補
助

金
放

課
後

児
童

ク
ラ
ブ

4
0
,3
8
1
児

童
福

祉
の

向
上

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
補
助
金

補
助
金
申
請
者

3
1
,4
9
4
児
童
福
祉
の
向
上

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

補
助
金
申
請
者

2
9
,8
0
8
住
宅
の
質
の
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化

新
庄

ま
つ
り
実

行
委

員
会

負
担

金
支

給
対

象
団

体
2
6
,5
0
3
新

庄
ま
つ
り
の

振
興

新
庄
農
業
水
利
事
業
農
家
負

担
軽

減
対

策
補

助
金

新
庄
土
地
改
良
区

2
6
,4
4
2
土
地
改
良
事
業
の
農
家
負
担
軽
減

消
防

団
員

補
償

費
等

負
担

金
山

形
県

消
防

補
償

等
組

合
2
5
,5
6
2
一

部
事

務
組

合
に
対

す
る
経

費
負

担

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

補
助
金
申
請
者

2
4
,6
9
2
新
規
就
農
者
の
育
成

合
併

処
理

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
費

等
補

助
金

補
助

金
申

請
者

2
1
,1
1
6
生

活
環

境
の

保
全

、
公

衆
衛

生
の

向
上

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

補
助
金
申
請
者

1
6
,5
9
6
中
山
間
地
域
の
維
持
保
全

畜
産
経
営
競
争
力
強
化
支
援
事
業
補
助
金

補
助
金
申
請
者

1
5
,8
0
5
畜
産
経
営
の
支
援

小
規

模
農

地
等

災
害

緊
急

復
旧

事
業

費
補

助
金

補
助

金
申

請
者

1
3
,5
6
7
農

地
、
農

業
用

施
設

の
復

旧

若
者
世
帯
住
宅
取
得
助
成
金

補
助
金
申
請
者

1
4
,2
0
0
若
者
世
帯
の
定
住

企
業
立
地
等
雇
用
促
進
奨
励
金

補
助
金
申
請
者

1
1
,2
0
0

大
型
設
備
投
資
の
喚
起
及
び
市
内
在
住
新
規
常
用
雇
用
者
の
増
加

園
芸
大
国
や
ま
が
た
産
地
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金

補
助
金
申
請
者

9
,2
5
4
園
芸
品
目
の
農
業
所
得
向
上

そ
の
他

－
1
9
2
,8
6
2

－

計
2
,9
8
7
,8
5
3

合
計

3
,0
9
3
,3
1
2

他
団
体
へ
の
公
共
施
設
等
整
備
補
助
金

等 (所
有

外
資

産
分

)

そ
の
他
の
補
助
金
等

30



3
.純

資
産
変
動
計
算
書
の
内
容
に
関
す
る
明
細

（
１
）
財

源
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

会
計

区
分

金
額

4
,6
1
4
,4
6
8

1
2
5
,4
8
2

8
1
6
,1
5
6

4
,4
8
5
,8
2
9

1
4
1
,4
8
9

3
7
4
,4
6
0

1
,2
0
6

1
0
,5
5
9
,0
9
0

国
庫
支
出
金

4
4
5
,3
7
8

県
支
出
金

7
,2
0
1

計
4
5
2
,5
7
9

国
庫
支
出
金

2
,0
9
6
,5
3
1

県
支
出
金

1
,3
8
4
,4
0
1

計
3
,4
8
0
,9
3
2

3
,9
3
3
,5
1
1

1
4
,4
9
2
,6
0
0

（
２
）
財

源
情

報
の

明
細

（
単
位
：
千
円
）

純
行

政
コ
ス
ト

1
4
,2
7
3
,2
7
8

3
,4
7
3
,8
8
1

4
9
5
,9
2
5

8
,3
8
4
,7
1
1

1
,9
1
8
,7
6
2

有
形

固
定

資
産

等
の

増
加

2
,4
6
2
,4
5
6

4
4
7
,3
5
8

1
,6
6
7
,0
0
0

3
2
2
,7
3
2

2
5
,3
6
6

貸
付

金
・
基

金
等

の
増

加
1
,6
9
7
,7
3
7

1
2
,2
7
2

－
7
2
0
,1
4
1

9
6
5
,3
2
4

そ
の

他
－

－
－

－
－

合
計

1
8
,4
3
3
,4
7
2

3
,9
3
3
,5
1
1

2
,1
6
2
,9
2
5

9
,4
2
7
,5
8
4

2
,9
0
9
,4
5
2

区
分

金
額

内
訳

国
県

等
補

助
金

地
方

債
等

税
収

等
そ
の

他

財
源
の
内
容

一
般
会
計

税
収

等

市
税

地
方
譲
与
税

税
交
付
金

地
方
交
付
税

分
担

金
及

び
負

担
金

寄
附
金

そ
の
他

合
計

小
計

国
県

等
補
助
金

資
本
的

補
助
金

経
常
的

補
助
金

小
計
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4
.資

金
収
支
計
算
書
の
内
容
に
関
す
る
明
細

（
１
）
資

金
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

種
類

本
年
度
末
残
高

要
求
払
預
金

8
2
7
,4
7
5

現
金

6
0
0

合
計

8
2
8
,0
7
5
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【様式第1号】

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 76,092,530   固定負債 27,150,588

    有形固定資産 71,925,523     地方債等 21,385,361

      事業用資産 21,896,070     長期未払金 -

        土地 7,263,222     退職手当引当金 2,575,640

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 -

        立木竹 -     その他 3,189,587

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 2,571,609

        建物 30,795,845     １年内償還予定地方債等 2,211,465

        建物減価償却累計額 -19,092,230     未払金 18,337

        建物減損損失累計額 -     未払費用 -

        工作物 3,045,019     前受金 -

        工作物減価償却累計額 -1,585,497     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 174,045

        船舶 -     預り金 118,632

        船舶減価償却累計額 -     その他 49,131

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 29,722,197

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 78,274,263

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -26,937,377

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 1,469,711

インフラ資産 48,747,348

土地 5,490,578

土地減損損失累計額 -

建物 9,186,274

建物減価償却累計額 -6,440,116

建物減損損失累計額 -

工作物 84,167,681

工作物減価償却累計額 -44,395,098

工作物減損損失累計額 -

その他 1,845,745

その他減価償却累計額 -1,260,063

その他減損損失累計額 -

建設仮勘定 152,347

物品 2,206,094

物品減価償却累計額 -923,988

物品減損損失累計額 -

無形固定資産 -

ソフトウェア -

      その他 -

    投資その他の資産 4,167,007

      投資及び出資金 459,376

        有価証券 -

        出資金 459,376

        その他 -

      長期延滞債権 372,898

      長期貸付金 364,776

      基金 3,007,756

        減債基金 30,174

        その他 2,977,582

      その他 -

      徴収不能引当金 -37,799

  流動資産 4,966,553

    現金預金 2,550,607

    未収金 192,099

    短期貸付金 42,142

    基金 2,139,591

      財政調整基金 2,139,023

      減債基金 568

    棚卸資産 58,163

    その他 -

    徴収不能引当金 -16,049

  繰延資産 - 純資産合計 51,336,886

資産合計 81,059,083 負債及び純資産合計 81,059,083

       全体貸借対照表
（令和2年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

    資産売却益 32,540

    その他 567

純行政コスト 20,887,656

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 3,800

  臨時利益 33,108

  臨時損失 331,176

    災害復旧事業費 289,216

    資産除売却損 38,160

    使用料及び手数料 1,440,237

    その他 364,553

純経常行政コスト 20,589,588

      社会保障給付 2,596,677

      その他 9,233

  経常収益 1,804,790

        その他 327,416

    移転費用 12,865,661

      補助金等 10,260,738

      その他の業務費用 640,474

        支払利息 259,210

        徴収不能引当金繰入額 53,848

        維持補修費 417,199

        減価償却費 2,676,924

        その他 315,758

        その他 373,692

      物件費等 6,301,082

        物件費 2,891,201

        職員給与費 1,997,015

        賞与等引当金繰入額 170,428

        退職手当引当金繰入額 46,026

  経常費用 22,394,377

    業務費用 9,528,717

      人件費 2,587,161

      全体行政コスト計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額
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【様式第3号】

（単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 50,771,858 77,189,669 -26,417,811 -

  純行政コスト（△） -20,887,656 -20,887,656 -

  財源 21,446,517 21,446,517 -

    税収等 13,482,333 13,482,333 -

    国県等補助金 7,964,185 7,964,185 -

  本年度差額 558,861 558,861 -

  固定資産等の変動（内部変動） 1,106,375 -1,106,375

    有形固定資産等の増加 3,238,503 -3,238,503

    有形固定資産等の減少 -2,791,575 2,791,575

    貸付金・基金等の増加 1,927,383 -1,927,383

    貸付金・基金等の減少 -1,267,937 1,267,937

  資産評価差額 -1,493 -1,493

  無償所管換等 7,660 7,660

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 - -27,947 27,947

  本年度純資産変動額 565,028 1,084,594 -519,566 -

本年度末純資産残高 51,336,886 78,274,263 -26,937,377 -

       全体純資産変動計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日
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【様式第4号】

（単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 113,477

本年度歳計外現金増減額 -5,501

本年度末歳計外現金残高 107,976

本年度末現金預金残高 2,550,607

財務活動収支 378,013

本年度資金収支額 -186,262

前年度末資金残高 2,628,894

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 2,442,632

    地方債等償還支出 2,201,611

    その他の支出 78,801

  財務活動収入 2,658,425

    地方債等発行収入 2,658,425

    その他の収入 -

    資産売却収入 41,581

    その他の収入 123,436

投資活動収支 -3,085,046

【財務活動収支】

  財務活動支出 2,280,412

    その他の支出 -

  投資活動収入 1,813,475

    国県等補助金収入 540,470

    基金取崩収入 100,522

    貸付金元金回収収入 1,007,466

  投資活動支出 4,898,520

    公共施設等整備費支出 3,171,718

    基金積立金支出 758,278

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 968,524

    災害復旧事業費支出 289,216

    その他の支出 -

  臨時収入 175,759

業務活動収支 2,520,770

【投資活動収支】

    税収等収入 13,316,830

    国県等補助金収入 7,255,227

    使用料及び手数料収入 1,443,151

    その他の収入 184,913

  臨時支出 289,216

    移転費用支出 12,865,661

      補助金等支出 10,260,738

      社会保障給付支出 2,596,677

      その他の支出 9,233

  業務収入 22,200,121

    業務費用支出 6,700,233

      人件費支出 2,541,822

      物件費等支出 3,627,452

      支払利息支出 259,210

      その他の支出 271,750

       全体資金収支計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 19,565,894
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全体財務書類における注記 

１ 重要な会計方針

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価

ただし、取得原価と再調達原価の乖離が大きいものについては、再調達原価をもって取得原価

としています。

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価

なお、取得原価の判明・不明に係らず、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としてい

ます。

イ 昭和 60 年度以後に取得したもの

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価

なお、取得原価の判明・不明に係らず、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としてい

ます。

② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法

① 満期保有目的有価証券･･････････････････････償却原価法（定額法）

② 満期保有目的以外の有価証券

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格

イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価

③ 出資金

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格

イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法

販売用土地･････････個別法による低価法

なお、水道事業会計については先入先出法による原価法によっています。
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（４）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物    15 年～50 年 

工作物   10 年～75 年  

物品      2 年～20 年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（5 年）に基づく定額法によっています。） 

③ リース資産 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1 年以内のリース取

引及び重要性の乏しいものでリース契約 1 件あたりのリース料総額が 300 万円以下のファイ

ナンス・リース取引を除きます。） 

･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

･････････リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法 

④ 共通事項 

・減価償却は取得の翌年度から開始します。 

・耐用年数を経過した後においても存する場合は、原則として備忘価額 1 円を計上しますが、

無形固定資産については備忘価額を計上しません。 

・土地、立木竹、美術品・骨董品、歴史的建造物、建設仮勘定については減価償却を行いません。 

 

（５）引当金の計上基準及び算定方法 

  ① 投資損失引当金 

    市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質価額

が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。 

② 徴収不能引当金 

  未収金について、回収不能が見込まれる債権については、個別に回収可能性を検討し、それ以外

の債権については、過去 5 年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。  

長期延滞債権について、回収不能が見込まれる債権については、個別に回収可能性を検討し、そ

れ以外の債権については、過去 5 年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上していま

す。 

長期貸付金について、回収不能が見込まれる債権については、個別に回収可能性を検討し、それ

以外の債権については、過去 5 年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

③ 退職手当引当金 

山形県市町村職員退職手当組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当

として支給された額の総額を控除した額を、退職手当債務（期末自己都合要支給額）から控除した

額を計上しています。 

④ 賞与等引当金 
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翌年度 6 月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額に

ついて、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

（６）リース取引の処理方法

① ファイナンス・リース取引

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が 1 年以内のリース取引及びリース料総

額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。）

･････････通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

イ ア以外のファイナンス・リース取引

･････････売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

② オペレーティング・リース取引

･････････通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

（７）全体資金収支計算書における資金の範囲

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んで

います。

（８）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

ただし、水道事業会計については、税抜方式によっています。

（９）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項

① 物品及びソフトウェアの計上基準

物品については、取得価額が 50 万円以上の場合に固定資産として計上しています。

美術品については、取得価額に関わらず、すべて固定資産として計上しています。

② 資本的支出と修繕費の区分基準

資本的支出と修繕費の区分基準については、償却資産に対して修繕等を行った場合に、修繕等に

係る支出が当該償却資産の資産価値を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められるか

どうかを判断し、認められる部分に対応する金額を資本的支出として資産に計上しています。

ただし、修繕等に要した金額が 60 万円未満であるときは修繕費として処理しています。 

③ 子ども子育て支援新制度における施設型給付費について、市立保育所（泉田保育所、中部保育

所）に係る 130,475 千円を収益費用及び収入支出より控除しています。市立保育施設の施設型給付

費については、市が扶助費として支出した給付費を、法定代理受領により市が負担金として収入す

る制度となっています。市の内部で生じている収支であり、相殺消去しています。

２ 重要な会計方針の変更

該当事項はありません。
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３ 重要な後発事象

（１）主要な業務の改廃

該当事項はありません。

（２）組織・機構の大幅な変更

該当事項はありません。

４ 偶発債務 

該当事項はありません。

５ 追加情報

（１）全体財務書類の対象範囲

一般会計、国民健康保険事業特別会計、交通災害共済事業特別会計、公共下水道事業特別会計、農

業集落排水事業特別会計、介護保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、水道事業会計

（２）出納整理期間

地方自治法第 235 条の 5 に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間

における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。

（３）表示単位未満の取扱い

千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。

（４）利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 132,285 千円

（５）繰越事業に係る将来の支出予定額 204,893 千円 

（６）売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。

① 範囲

令和 2 年度予算（令和 3 年 2 月 28 日現在）において、財産収入として措置されている公共資

産

② 内訳 該当事項はありません。

（７）基礎的財政収支 （単位：千円）

一般会計等 全体会計

業務活動収支（Ａ） 1,469,296 2,520,770 

うち支払利息支出（Ｂ） 107,959 259,210 

投資活動収支（Ｃ） △2,384,140 △3,085,046

うち基金積立金支出（Ｄ） 587,720 758,278 
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基金取崩収入（Ｅ） 100,500 100,522 

基礎的財政収支

（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 

△319,665 352,690 
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1
4
,8
1
7
,5
1
2

5
0
9
,5
7
6

5
7
4
,4
2
4

9
8
6
,0
0
7

2
8
8
,0
9
5

2
,1
4
3
,3
8
0

7
1
,9
2
5
,5
2
3
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③
投

資
及

び
出

資
金

の
明

細

市
場

価
格

の
あ

る
も

の
(単

位
：
千

円
)

銘
柄

名
株

数
・
口

数
な

ど
(A

)
時

価
単

価
（
円

）
(B

)

貸
借

対
照

表
計

上
額

(A
)

X
 (

B
)

(C
)

取
得

単
価

（
円

）
（
前

年
度

末
日

に
お

け
る

時
価

単
価

）
(D

)

取
得

原
価

（
前

年
度

貸
借

対
照

表
計

上
額

）
(A

) 
X
 (

D
)

(E
)

評
価

差
額

(C
)

-
 (

E
)

(F
)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額

東
北

電
力

株
式

会
社

4
,0

2
5

1
,0

4
1

4
,1

9
0

1
,4

1
2

5
,6

8
3

△
1
,4

9
3

2
,0

1
3

合
計

－
－

4
,1

9
0

－
5
,6

8
3

△
1
,4

9
3

2
,0

1
3

市
場

価
格

の
な

い
も

の
の

う
ち

連
結

対
象

団
体

に
対

す
る

も
の

(単
位

：
千

円
)

相
手

先
名

出
資

金
額

(貸
借

対
照

表
計

上
額

)
(A

)

資
産

(B
)

負
債

(C
)

純
資

産
額

(B
)

-
 (

C
)

(D
)

資
本

金
(E

)

出
資

割
合

(%
)

(A
)

/
 (

E
)

(F
)

実
質

価
額

(D
)

X
 (

F
)

(G
)

投
資

損
失

引
当

金
計

上
額

(H
)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額

一
般

財
団

法
人

新
庄

市
体

育
協

会
1
5
,0

0
0

5
9
,7

9
9

1
6
,9

5
8

4
2
,8

4
1

1
5
,0

0
0

1
0
0
.0

0
%

4
2
,8

4
1

－
1
5
,0

0
0

新
庄

市
土

地
開

発
公

社
5
,0

0
0

2
3
7
,4

1
3

0
2
3
7
,4

1
3

5
,0

0
0

1
0
0
.0

0
%

2
3
7
,4

1
3

－
5
,0

0
0

最
上

広
域

ふ
る

さ
と

市
町

村
圏

基
金

2
7
0
,0

2
9

1
,0

0
5
,0

0
0

0
1
,0

0
5
,0

0
0

1
,0

0
5
,0

0
0

2
6
.8

7
%

2
7
0
,0

2
9

－
2
7
0
,0

2
9

合
計

2
9
0
,0

2
9

－
－

－
－

－
5
5
0
,2

8
3

－
2
9
0
,0

2
9
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市
場

価
格

の
な

い
も

の
の

う
ち

連
結

対
象

団
体

以
外

に
対

す
る

も
の

(単
位

：
千

円
)

相
手

先
名

出
資

金
額

（
※

前
年

度
貸

借
対

照
表

計
上

額
）

(A
)

資
産

(B
)

負
債

(C
)

純
資

産
額

(B
)

-
 (

C
)

(D
)

資
本

金
(E

)

出
資

割
合

(%
)

(A
)

/
 (

E
)

(F
)

実
質

価
額

(D
)

X
 (

F
)

(G
)

強
制

評
価

減
(H

)

貸
借

対
照

表
計

上
額

(A
)

-
 (

H
)

(I
)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額

山
形

放
送

（
株

）
1
,4

5
5

1
0
,4

1
3
,4

5
4

1
,5

6
0
,5

0
0

8
,8

5
2
,9

5
4

3
9
8
,0

0
0

0
.3

7
%

3
2
,3

6
4

0
1
,4

5
5

1
,4

5
5

新
庄

青
果

（
株

）
※

0
4
0
,8

4
4

5
5
,7

1
4

△
1
4
,8

7
0

3
0
,0

0
0

4
.0

0
%

△
5
9
5

0
0

1
,2

0
0

新
庄

都
市

ガ
ス

（
株

）
※

0
1
9
7
,3

9
1

3
0
0
,9

8
9

△
1
0
3
,5

9
9

3
0
,0

0
0

1
0
.0

0
%

△
1
0
,3

6
0

0
0

3
,0

0
0

（
株

）
山

形
県

食
肉

公
社

6
0

4
,1

0
3
,1

8
3

1
,2

7
6
,4

7
0

2
,8

2
6
,7

1
3

1
,6

8
2
,8

8
0

0
.0

0
%

1
0
1

0
6
0

6
0

奥
羽

金
沢

温
泉

（
株

）
※

0
2
5
,9

8
7

4
1
,2

7
1

△
1
5
,2

8
4

2
9
,0

0
0

1
0
.3

4
%

△
1
,5

8
1

0
0

3
,0

0
0

（
株

）
東

北
情

報
セ

ン
タ

ー
※

2
,1

5
4

1
4
6
,1

1
8

1
0
5
,0

3
0

4
1
,0

8
8

7
6
,0

0
0

1
3
.9

5
%

5
,7

3
1

0
2
,1

5
4

1
0
,6

0
0

キ
ャ

プ
テ

ン
山

形
（
株

）
2
,0

0
0

0
0

0
0

0
.0

0
%

0
2
,0

0
0

0
0

㈱
エ

フ
エ

ム
山

形
8
0
0

6
1
0
,9

0
5

3
7
,2

2
1

5
7
3
,6

8
4

8
0
,0

0
0

1
.0

0
%

5
,7

3
7

0
8
0
0

8
0
0

㈱
テ

レ
ビ

ユ
ー

山
形

5
,0

0
0

7
,3

0
6
,4

5
1

9
0
8
,9

9
1

6
,3

9
7
,4

6
0

2
,0

0
0
,0

0
0

0
.2

5
%

1
5
,9

9
4

0
5
,0

0
0

5
,0

0
0

㈱
さ

く
ら

ん
ぼ

テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン

2
,0

0
0

3
,1

3
9
,7

6
5

7
1
3
,8

0
0

2
,4

2
5
,9

6
5

1
,0

0
0
,0

0
0

0
.2

0
%

4
,8

5
2

0
2
,0

0
0

2
,0

0
0

新
庄

T
C

M
㈱

※
1
7

7
6
5

5
0
0

2
6
5

1
6
,0

0
0

3
.1

3
%

8
9

8
5
0
0

㈱
も

が
み

物
産

協
会

5
0
0

8
0
,5

2
4

1
1
,7

5
6

6
8
,7

6
8

2
3
,0

0
0

2
.1

7
%

1
,4

9
5

0
5
0
0

5
0
0

バ
イ

オ
ソ

リ
ッ

ド
エ

ナ
ジ

ー
㈱

※
0

2
1
8
,0

1
1

1
,2

1
2
,2

1
8

△
9
9
4
,2

0
7

2
5
,1

0
0

1
.9

9
%

△
1
9
,8

0
5

0
0

5
0
0

山
形

県
信

用
保

証
協

会
5
9
,7

0
0

3
3
1
,6

6
5
,1

6
6

2
9
9
,5

8
3
,1

8
6

3
2
,0

8
1
,9

8
0

1
0
,8

4
0
,7

2
8

0
.5

5
%

1
7
6
,6

7
6

0
5
9
,7

0
0

5
9
,7

0
0

(財
)山

形
県

企
業

振
興

公
社

2
,6

5
0

3
,9

5
5
,8

5
6

2
,3

6
5
,0

9
2

1
,5

9
0
,7

6
5

1
7
5
,2

3
0

1
.5

1
%

2
4
,0

5
7

0
2
,6

5
0

2
,6

5
0

(財
)山

形
県

消
防

協
会

1
,0

6
3

1
0
0
,1

7
4

1
0
,4

3
8

8
9
,7

3
6

5
0
,0

0
0

2
.1

3
%

1
,9

0
8

0
1
,0

6
3

1
,0

6
3

(財
)や

ま
が

た
農

業
支

援
セ

ン
タ

ー
1
1
,2

1
2

2
,5

9
3
,2

1
4

2
2
7
,7

5
4

2
,3

6
5
,4

6
0

1
,9

1
8
,2

5
5

0
.5

8
%

1
3
,8

2
6

0
1
1
,2

1
2

1
1
,2

1
2

(財
)山

形
県

国
際

交
流

協
会

3
,5

4
8

3
6
3
,1

9
8

4
,9

6
0

3
5
8
,2

3
7

3
5
6
,8

8
6

0
.9

9
%

3
,5

6
1

0
3
,5

4
8

3
,5

4
8

(財
)山

形
県

体
育

協
会

7
2

4
1
0
,8

4
5

2
0
,5

4
1

3
9
0
,3

0
4

3
8
0
,8

5
3

0
.0

2
%

7
4

0
7
2

7
2

(財
)山

形
県

総
合

社
会

福
祉

基
金

7
,2

4
4

1
,4

0
7
,4

8
5

3
0
7

1
,4

0
7
,1

7
8

1
,3

6
6
,6

0
6

0
.5

6
%

7
,8

2
6

0
7
,2

4
4

7
,6

0
0

(財
)地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

3
5
0

4
,5

6
2
,8

4
8

2
7
3
,1

5
1

4
,2

8
9
,6

9
8

2
,4

5
0
,7

7
0

0
.0

1
%

6
1
3

0
3
5
0

3
5
0

（
財

）
山

形
県

み
ど

り
推

進
機

構
2
3
,3

0
2

2
,8

9
0
,8

6
3

2
9
,3

2
4

2
,8

6
1
,5

3
9

2
,4

9
1
,1

8
8

0
.9

4
%

2
6
,7

6
6

0
2
3
,3

0
2

2
3
,3

0
2

（
財

）
山

形
県

臓
器

移
植

推
進

機
構

1
,6

3
0

2
2
5
,5

1
6

8
6
6

2
2
4
,6

5
0

1
8
5
,8

4
5

0
.8

8
%

1
,9

7
0

0
1
,6

3
0

1
,6

3
0

㈶
山

形
県

暴
力

追
放

運
動

推
進

セ
ン

タ
ー

4
,7

5
1

8
6
1
,9

0
4

1
,1

5
4

8
6
0
,7

5
0

7
8
4
,0

3
6

0
.6

1
%

5
,2

1
6

0
4
,7

5
1

4
,7

5
1

㈶
山

形
県

勤
労

者
育

成
教

育
基

金
協

会
9
,3

3
0

1
,2

6
0
,7

1
8

1
5
8

1
,2

6
0
,5

5
9

1
,0

0
4
,6

0
0

0
.9

3
%

1
1
,7

0
7

0
9
,3

3
0

9
,3

3
0

山
形

県
土

地
改

良
事

業
団

体
連

合
会

6
0
0

5
,2

0
4
,2

7
4

1
,2

4
9
,7

5
0

3
,9

5
4
,5

2
4

6
5
,5

2
0

0
.9

2
%

3
6
,2

1
4

0
6
0
0

6
0
0

山
形

県
住

宅
供

給
公

社
5
0
0

7
,8

3
1
,0

2
0

4
1
9
,7

2
3

7
,4

1
1
,2

9
7

2
6
,0

0
0

1
.9

2
%

1
4
2
,5

2
5

0
5
0
0

5
0
0

新
庄

信
用

金
庫

5
0
0

7
5
,3

8
3
,5

8
7

7
1
,3

9
0
,3

2
9

3
,9

9
3
,2

5
8

2
2
6
,5

3
0

0
.2

2
%

8
,8

1
4

0
5
0
0

5
0
0

㈳
山

形
県

青
果

物
生

産
出

荷
安

定
基

金
協

会
4
3
0

6
7
4
,5

3
9

2
9
4
,2

7
3

3
8
0
,2

6
7

2
8
0
,0

0
0

0
.1

5
%

5
8
4

0
4
3
0

4
3
0

㈳
山

形
県

畜
産

協
会

7
0
0

9
3
1
,6

1
7

3
5
7
,0

3
9

5
7
4
,5

7
8

3
1
5
,9

2
0

0
.2

2
%

1
,2

7
3

0
7
0
0

7
0
0

山
形

県
農

業
信

用
基

金
協

会
5
,9

5
0

1
2
5
,7

5
3
,3

2
8

1
1
7
,5

9
4
,8

5
1

8
,1

5
8
,4

7
7

4
,1

1
4
,1

1
0

0
.1

4
%

1
1
,7

9
9

0
5
,9

5
0

5
,9

5
0

最
上

広
域

森
林

組
合

1
5
,7

4
7

5
0
1
,6

5
6

1
4
9
,6

2
1

3
5
2
,0

3
5

1
3
6
,3

1
3

1
1
.5

5
%

4
0
,6

6
7

0
1
5
,7

4
7

1
5
,7

4
7

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構

3
,9

0
0

2
4
,3

4
6
,7

0
0
,0

0
0

2
4
,0

2
2
,8

0
3
,0

0
0

3
2
3
,8

9
7
,0

0
0

1
6
,6

0
2
,0

0
0

0
.0

2
%

7
6
,0

8
7

0
3
,9

0
0

3
,9

0
0

合
計

1
6
7
,1

6
6

－
－

－
－

－
6
2
6
,1

0
4

2
,0

0
9

1
6
5
,1

5
7

1
8
2
,1

5
0

44



④
基

金
の

明
細

(単
位

：
千

円
)

種
類

現
金

預
金

有
価

証
券

土
地

そ
の

他
合

計
(貸

借
対

照
表

計
上

額
)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額

財
政

調
整

基
金

2
,1

3
9
,0

2
3

－
－

－
2
,1

3
9
,0

2
3

2
,1

0
3
,0

2
3

減
債

基
金

3
0
,7

4
2

－
－

－
3
0
,7

4
2

3
0
,7

4
2

ま
ち

づ
く
り

応
援

基
金

3
9
0
,1

4
1

－
－

－
3
9
0
,1

4
1

3
3
3
,0

9
4

市
有

施
設

整
備

基
金

1
,2

4
9
,6

3
3

－
－

－
1
,2

4
9
,6

3
3

1
,0

9
9
,6

3
3

シ
ル

バ
ー

福
祉

基
金

1
3

－
－

－
1
3

1
3

地
域

福
祉

基
金

1
2
0
,1

8
9

－
－

－
1
2
0
,1

8
9

1
2
0
,1

8
9

ふ
る

さ
と

水
と

土
保

全
基

金
1
0
,5

8
3

－
－

－
1
0
,5

8
3

1
0
,5

8
3

ま
つ

り
振

興
基

金
2
3
,3

6
6

－
－

－
2
3
,3

6
6

2
3
,3

6
6

も
の

づ
く
り

教
育

奨
励

基
金

1
,5

2
0

－
－

－
1
,5

2
0

1
,5

2
0

五
十

嵐
教

育
奨

学
基

金
3
3
,0

4
5

－
－

－
3
3
,0

4
5

3
3
,0

4
5

土
地

開
発

基
金

3
2
,9

9
1

－
1
3
7
,0

0
9

－
1
7
0
,0

0
0

1
7
0
,0

0
0

肉
用

繁
殖

牛
集

団
導

入
事

業
基

金
1
0
,6

0
7

－
－

1
2
,6

6
1

2
3
,2

6
8

2
3
,2

6
8

国
民

健
康

保
険

保
険

給
付

基
金

4
9
8
,7

0
7

－
－

－
4
9
8
,7

0
7

3
9
8
,7

0
7

交
通

災
害

共
済

基
金

8
1
,5

3
2

－
－

－
8
1
,5

3
2

8
1
,5

3
2

介
護

保
険

給
付

費
準

備
基

金
3
7
5
,5

8
5

－
－

－
3
7
5
,5

8
5

3
0
5
,1

0
5

合
計

4
,9

9
7
,6

7
7

－
1
3
7
,0

0
9

1
2
,6

6
1

5
,1

4
7
,3

4
7

4
,7

3
3
,8

2
0

⑤
貸

付
金

の
明

細
(単

位
：
千

円
)

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

そ
の

他
の

貸
付

金

　
地

域
総

合
整

備
資

金
貸

付
金

3
5
8
,5

7
6

－
4
2
,1

4
2

－
4
0
0
,7

1
8

　
看

護
師

等
育

成
就

学
資

金
貸

付
金

5
,4

0
0

－
－

－
5
,4

0
0

　
  
山

形
県

暮
ら

し
安

心
資

金
貸

付
事

業
貸

付
金

8
0
0

－
－

－
8
0
0

合
計

3
6
4
,7

7
6

－
4
2
,1

4
2

－
4
0
6
,9

1
8

相
手

先
名

ま
た

は
種

別
長

期
貸

付
金

短
期

貸
付

金
(参

考
)

貸
付

金
計
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⑥
長

期
延
滞

債
権

の
明
細

⑦
未

収
金

の
明

細
(単

位
：
千
円
)

(単
位
：
千
円
)

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

【
貸
付
金
】

【
未
収
金
】

そ
の
他
の
貸
付
金

税
等
未
収
金

　
高

齢
者

住
宅

整
備

資
金

貸
付

金
　
市

税
6
5
,4
2
0

7
,1
3
1

小
計

　
国

民
健

康
保

険
税

3
7
,2
7
1

3
,8
0
2

【
未
収
金
】

　
介

護
保

険
料

5
,4
6
4

1
,4
4
2

税
等
未
収
金

　
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
1
,5
5
3

2
2
5

　
市

税
1
6
2
,7
1
2

1
7
,7
3
6

　
分

担
金

及
び
負

担
金

3
,4
9
0

4
5
8

　
国
民
健
康
保
険
税

1
6
4
,0
3
5

1
6
,7
3
2

そ
の
他
の
未
収
金

　
介

護
保

険
料

5
,5
1
7

1
,4
5
6

　
使

用
料

及
び
手

数
料

6
8
,7
7
4

2
,8
6
0

　
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
5
3
1

7
7

　
諸

収
入

1
0
,1
2
8

1
3
2

　
分

担
金

及
び
負

担
金

8
,1
6
9

9
6
9

合
計

1
9
2
,0
9
9

1
6
,0
4
9

そ
の
他
の
未
収
金

　
使

用
料

及
び
手

数
料

1
7
,9
6
2

6
3
2

　
諸

収
入

1
3
,9
7
3

1
9
7

小
計

3
7
2
,8
9
8

3
7
,7
9
9

合
計

3
7
2
,8
9
8

3
7
,7
9
9
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（
２
）
負

債
項

目
の

明
細

①
地
方
債

（
借

入
先

別
）
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

う
ち
1
年

内
償

還
予

定
う
ち
共

同
発

行
債

う
ち
住

民
公

募
債

【
通
常
分
】

1
6
,6
5
2
,3
6
2

1
,6
5
4
,5
8
5

5
,7
7
3
,1
7
5

7
,0
7
7
,2
6
0

3
,5
5
6
,3
5
2

8
,7
0
0

－
－

－
2
3
6
,8
7
4

　
一
般
公
共
事
業

6
8
2
,1
0
0

4
1
,8
0
8

2
3
9
,8
2
3

4
1
5
,7
0
9

2
6
,5
6
8

－
－

－
－

－

　
公
営
住
宅
建
設

1
1
3
,7
6
2

1
5
,8
2
8

5
4
,9
2
8

3
2
,1
3
5

2
6
,7
0
0

－
－

－
－

－

　
災
害
復
旧

8
9
,4
7
0

8
,1
5
2

8
9
,4
7
0

－
－

－
－

－
－

－

　
教
育
・
福
祉
施
設

2
,8
9
3
,3
8
2

2
0
0
,2
0
2

1
,9
1
6
,1
5
2

3
6
5
,2
0
0

6
1
2
,0
3
0

－
－

－
－

－

　
一
般
単
独
事
業

2
,1
7
5
,9
9
6

3
1
1
,8
6
0

8
2
,2
9
2

1
,6
3
0
,8
1
3

4
5
0
,0
7
8

－
－

－
－

1
2
,8
1
3

　
そ
の
他

1
0
,6
9
7
,6
5
2

1
,0
7
6
,7
3
6

3
,3
9
0
,5
1
0

4
,6
3
3
,4
0
4

2
,4
4
0
,9
7
6

8
,7
0
0

0
0

0
2
2
4
,0
6
2

【
特
別
分
】

6
,9
4
4
,4
7
5

5
5
6
,8
8
0

6
,2
8
6
,1
2
8

4
8
7
,2
9
8

1
7
1
,0
4
8

－
－

－
－

－

　
臨
時
財
政
対
策
債

6
,8
6
0
,4
1
6

5
3
3
,8
3
4

6
,2
0
2
,0
7
0

4
8
7
,2
9
8

1
7
1
,0
4
8

－
－

－
－

－

　
減
税
補
て
ん
債

8
4
,0
5
8

2
3
,0
4
6

8
4
,0
5
8

－
－

－
－

－
－

－

　
退
職
手
当
債

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

　
そ
の
他

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

　
合

計
2
3
,5
9
6
,8
3
6

2
,2
1
1
,4
6
5

1
2
,0
5
9
,3
0
3

7
,5
6
4
,5
5
9

3
,7
2
7
,4
0
0

8
,7
0
0

－
－

－
2
3
6
,8
7
4

②
地
方
債

（
利

率
別

）
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

地
方
債

等
残

高
1
.5
%
以

下
1
.5
%
超

2
.0
%
以

下
2
.0
%
超

2
.5
%
以

下
2
.5
%
超

3
.0
%
以

下
3
.0
%
超

3
.5
%
以

下
3
.5
%
超

4
.0
%
以

下
4
.0
%
超

(参
考

)
加

重
平

均
利

率

2
3
,5
9
6
,8
3
6

1
8
,0
1
6
,3
7
6

2
,0
9
7
,6
7
0

1
,2
2
7
,8
1
2

3
2
1
,6
1
0

5
8
0
,8
3
4

3
6
6
,8
0
9

9
8
5
,7
2
5

③
地
方
債

（
返

済
期

間
別

）
の
明
細

(単
位
：
千
円
)

地
方
債

等
残

高
1
年

以
内

1
年

超
2
年

以
内

2
年

超
3
年

以
内

3
年

超
4
年

以
内

4
年

超
5
年

以
内

5
年

超
1
0
年

以
内

1
0
年

超
1
5
年

以
内

1
5
年

超
2
0
年

以
内

2
0
年

超

2
3
,5
9
6
,8
3
6

2
,2
1
1
,4
6
5

2
,2
2
5
,3
1
1

2
,2
6
4
,8
0
5

2
,1
1
1
,0
9
5

1
,8
6
0
,9
0
9

6
,7
2
5
,9
9
5

3
,6
0
7
,1
4
9

1
,7
6
1
,4
3
9

8
2
8
,6
6
8

④
特
定
の
契
約
条
項
が
付
さ
れ
た
地
方
債
の
概
要

(単
位
：
千
円
)

特
定
の
契

約
条

項
が

付
さ
れ
た
地
方
債
等
残
高

－

契
約

条
項

の
概

要

該
当
の
借
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
場
公
募
債

そ
の
他

種
類

地
方

債
等

残
高

政
府

資
金

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構

市
中

銀
行

そ
の
他
の

金
融

機
関
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⑤
引
当
金
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

目
的
使
用

そ
の
他

徴
収

不
能

引
当
金
（
固
定
資
産

）
4
5
,4
6
3

3
7
,7
9
9

3
1
,4
3
8

1
4
,0
2
4

3
7
,7
9
9

徴
収

不
能

引
当
金
（
流
動
資
産

）
1
8
,7
8
1

1
6
,0
4
9

5
,2
9
2

1
3
,4
8
9

1
6
,0
4
9

投
資

損
失

引
当
金

0
－

－
－

0

退
職

手
当

引
当
金

2
,6
5
6
,3
5
1

－
－

8
0
,7
1
1

2
,5
7
5
,6
4
0

賞
与

等
引

当
金

1
7
4
,7
3
5

1
7
4
,0
4
5

1
7
4
,7
3
5

－
1
7
4
,0
4
5

合
計

2
,8
9
5
,3
3
0

2
2
7
,8
9
3

2
1
1
,4
6
5

1
0
8
,2
2
5

2
,8
0
3
,5
3
3

区
分

前
年

度
末

残
高

本
年

度
増

加
額

本
年

度
減

少
額

本
年

度
末

残
高
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2
.行

政
コ
ス
ト
計
算
書
の
内
容
に
関
す
る
明
細

（
１
）
補

助
金

等
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

区
分

名
称

相
手
先

金
額

支
出
目
的

県
営

事
業

負
担

金
山

形
県

7
9
,2
4
8
県

営
事

業
に
対

す
る
経

費
負

担

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
建
設
整
備
費
補
助
金

社
会
福
祉
法
人

2
6
,2
1
0
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
償
還
に
対
す
る
支
援

そ
の
他

－
－

－

計
1
0
5
,4
5
8

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
分
担
金

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

1
,1
6
8
,7
5
3

一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
ご
み
処
理
や
常
備
消
防
等
の
経
費
負
担

子
ど
も
･子

育
て
支
援
給
付
費

支
給
対
象
団
体

4
8
9
,3
4
9

 
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
及
び
各
施
設
の
経
営
基
盤
の
強
化
並
び
に
保
育
士
等
の
処
遇
改
善

療
養
給
付
費
負
担
金

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

3
1
6
,1
4
8
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
医
療
給
付
に
要
す
る
経
費
負
担

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

補
助
金
申
請
者

2
8
9
,5
5
2
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
保
全

退
職

手
当

組
合

負
担

金
山

形
県

市
町

村
職

員
退

職
手

当
組

合
2
2
4
,5
6
8
市

職
員

の
退

職
手

当
に
要

す
る
経

費
負

担

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
費

補
助

金
放

課
後

児
童

ク
ラ
ブ

4
0
,3
8
1
児

童
福

祉
の

向
上

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
補
助
金

補
助
金
申
請
者

3
1
,4
9
4
児
童
福
祉
の
向
上

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

補
助
金
申
請
者

2
4
,6
9
2
新
規
就
農
者
の
育
成

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

補
助
金
申
請
者

2
9
,8
0
8
住
宅
の
質
の
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化

新
庄

ま
つ
り
実

行
委

員
会

負
担

金
支

給
対

象
団

体
2
6
,5
0
3
新

庄
ま
つ
り
の

振
興

新
庄
農
業
水
利
事
業
農
家
負

担
軽

減
対

策
補

助
金

新
庄
土
地
改
良
区

2
6
,4
4
2
土
地
改
良
事
業
の
農
家
負
担
軽
減

消
防

団
員

補
償

費
等

負
担

金
山

形
県

消
防

補
償

等
組

合
2
5
,5
6
2
一

部
事

務
組

合
に
対

す
る
経

費
負

担

合
併

処
理

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
費

等
補

助
金

補
助

金
申

請
者

2
1
,1
1
6
生

活
環

境
の

保
全

、
公

衆
衛

生
の

向
上

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

補
助
金
申
請
者

1
6
,5
9
6
中
山
間
地
域
の
維
持
保
全

畜
産
経
営
競
争
力
強
化
支
援
事
業
補
助
金

補
助
金
申
請
者

1
5
,8
0
5
畜
産
経
営
の
支
援

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
保

険
給

付
費

等
負

担
金

山
形
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
等

3
,5
6
1
,8
4
8
－

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計
保
険
給
付
費
等
負
担
金

山
形
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
等

3
,1
1
7
,3
2
0
－

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

4
0
2
,6
3
7
－

最
上

圏
域

下
水

道
共

同
管

理
協

議
会

負
担

金
最

上
圏

域
下

水
道

共
同

管
理

協
議

会
8
0
,1
2
0
適

切
な
汚

水
処

理
に
よ
る
水

環
境

の
保

全

そ
の
他

－
2
4
6
,5
8
4
－

計
1
0
,1
5
5
,2
7
9

合
計

1
0
,2
6
0
,7
3
8

他
団
体
へ
の
公
共
施
設
等
整
備
補
助
金

等 (所
有

外
資

産
分

)

そ
の
他
の
補
助
金
等
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3
.純

資
産
変
動
計
算
書
の
内
容
に
関
す
る
明
細

（
１
）
財

源
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

会
計

区
分

金
額

4
,6
1
4
,4
6
8

1
2
5
,4
8
2

8
1
6
,1
5
6

4
,4
8
5
,8
2
9

1
4
1
,4
8
9

3
7
4
,4
6
0

1
,2
0
6

1
0
,5
5
9
,0
9
0

国
庫
支
出
金

4
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【様式第1号】

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 82,360,212   固定負債 28,315,110

    有形固定資産 77,560,288     地方債等 21,752,305

      事業用資産 27,413,888     長期未払金 540,169

        土地 8,386,244     退職手当引当金 2,833,050

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 -

        立木竹 -     その他 3,189,587

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 2,921,647

        建物 40,580,040     １年内償還予定地方債等 2,287,652

        建物減価償却累計額 -24,481,629     未払金 265,457

        建物減損損失累計額 -     未払費用 157

        工作物 3,391,176     前受金 38

        工作物減価償却累計額 -1,931,654     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 198,873

        船舶 -     預り金 120,339

        船舶減価償却累計額 -     その他 49,131

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 31,236,757

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 84,564,253

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -28,018,464

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 1,469,711

インフラ資産 48,747,348

土地 5,490,578

土地減損損失累計額 -

建物 9,186,274

建物減価償却累計額 -6,440,116

建物減損損失累計額 -

工作物 84,167,681

工作物減価償却累計額 -44,395,098

工作物減損損失累計額 -

その他 1,845,745

その他減価償却累計額 -1,260,063

その他減損損失累計額 -

建設仮勘定 152,347

物品 2,950,832

物品減価償却累計額 -1,551,780

物品減損損失累計額 -

無形固定資産 -

ソフトウェア -

      その他 -

    投資その他の資産 4,799,925

      投資及び出資金 169,357

        有価証券 10

        出資金 169,347

        その他 -

      長期延滞債権 372,898

      長期貸付金 368,165

      基金 3,927,698

        減債基金 30,174

        その他 3,897,524

      その他 -

      徴収不能引当金 -37,799

  流動資産 5,422,334

    現金預金 2,957,785

    未収金 193,477

    短期貸付金 42,142

    基金 2,161,899

      財政調整基金 2,161,331

      減債基金 568

    棚卸資産 83,083

    その他 -

    徴収不能引当金 -16,051

  繰延資産 - 純資産合計 56,545,789

資産合計 87,782,547 負債及び純資産合計 87,782,547

       連結貸借対照表
（令和2年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

    資産売却益 32,905

    その他 567

純行政コスト 24,396,916

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 10,068

  臨時利益 33,472

  臨時損失 337,444

    災害復旧事業費 289,216

    資産除売却損 38,160

    使用料及び手数料 1,503,244

    その他 400,534

純経常行政コスト 24,092,944

      社会保障給付 2,601,692

      その他 252,473

  経常収益 1,903,778

        その他 431,895

    移転費用 15,290,741

      補助金等 12,437,563

      その他の業務費用 746,579

        支払利息 260,835

        徴収不能引当金繰入額 53,850

        維持補修費 447,837

        減価償却費 2,992,522

        その他 316,241

        その他 395,301

      物件費等 6,868,303

        物件費 3,111,703

        職員給与費 2,454,480

        賞与等引当金繰入額 195,242

        退職手当引当金繰入額 46,075

  経常費用 25,996,722

    業務費用 10,705,981

      人件費 3,091,099

       連結行政コスト計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額
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【様式第3号】

（単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 55,711,706 83,631,330 -27,919,624 -

  純行政コスト（△） -24,396,916 -24,396,916 -

  財源 25,143,718 25,143,718 -

    税収等 15,251,774 15,251,774 -

    国県等補助金 9,891,945 9,891,945 -

  本年度差額 746,803 746,803 -

  固定資産等の変動（内部変動） 845,860 -845,860

    有形固定資産等の増加 3,290,416 -3,290,416

    有形固定資産等の減少 -3,106,882 3,106,882

    貸付金・基金等の増加 1,979,805 -1,979,805

    貸付金・基金等の減少 -1,317,478 1,317,478

  資産評価差額 -1,493 -1,493

  無償所管換等 7,660 7,660

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 4,671 1,992 2,679 -

  その他 76,443 78,904 -2,461

  本年度純資産変動額 834,084 932,923 -98,839 -

本年度末純資産残高 56,545,789 84,564,253 -28,018,464 -

      連結純資産変動計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日
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【様式第4号】

（単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 115,046

本年度歳計外現金増減額 -5,363

本年度末歳計外現金残高 109,683

本年度末現金預金残高 2,957,785

財務活動収支 287,143

本年度資金収支額 -201,015

前年度末資金残高 3,045,599

比例連結割合変更に伴う差額 3,517

本年度末資金残高 2,848,102

    地方債等償還支出 2,291,423

    その他の支出 79,860

  財務活動収入 2,658,425

    地方債等発行収入 2,658,425

    その他の収入 -

    資産売却収入 41,945

    その他の収入 123,453

投資活動収支 -3,155,671

【財務活動収支】

  財務活動支出 2,371,282

    その他の支出 1

  投資活動収入 1,863,446

    国県等補助金収入 540,470

    基金取崩収入 150,112

    貸付金元金回収収入 1,007,466

  投資活動支出 5,019,117

    公共施設等整備費支出 3,223,631

    基金積立金支出 825,109

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 970,377

    災害復旧事業費支出 289,216

    その他の支出 -

  臨時収入 175,759

業務活動収支 2,667,514

【投資活動収支】

    税収等収入 15,086,271

    国県等補助金収入 9,182,986

    使用料及び手数料収入 1,506,158

    その他の収入 178,894

  臨時支出 289,216

    移転費用支出 15,061,335

      補助金等支出 12,437,563

      社会保障給付支出 2,601,692

      その他の支出 23,067

  業務収入 25,954,309

    業務費用支出 8,112,004

      人件費支出 3,241,811

      物件費等支出 4,234,095

      支払利息支出 260,835

      その他の支出 375,263

      連結資金収支計算書
自　平成31年4月1日
至　令和2年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 23,173,339
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連結財務書類における注記 

 

１ 重要な会計方針 

 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

ただし、取得原価と再調達原価の乖離が大きいものについては、再調達原価をもって取得原価

とすることも許容します。 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

なお、取得原価の判明・不明に係らず、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としてい

ます。 

イ 昭和 60 年度以後に取得したもの  

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの････････-･････････････再調達原価 

なお、取得原価の判明・不明に係らず、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としてい

ます。 

② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

   なお、一部の連結対象団体においては、原則、取得原価としています。 

 

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券････････････････････償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価 

③ 出資金 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額 

 

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   販売用土地･････････個別法による低価法 

なお、一部の連結対象団体においては、先入先出法による原価法等によっています。 
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（４）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物    15 年～50 年 

工作物   10 年～75 年  

物品      2 年～20 年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（5 年）に基づく定額法によっています。） 

③ リース資産 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1 年以内のリース取

引及び重要性の乏しいものでリース契約 1 件あたりのリース料総額が 300 万円以下のファイ

ナンス・リース取引を除きます。） 

･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

･････････リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法 

④ 共通事項 

・減価償却は取得の翌年度から開始します。 

・耐用年数を経過した後においても存する場合は、原則として備忘価額 1 円を計上しますが、

無形固定資産については備忘価額を計上しません。 

・土地、立木竹、美術品・骨董品、歴史的建造物、建設仮勘定については減価償却を行いません。 

 

（５）引当金の計上基準及び算定方法 

  ① 徴収不能引当金 

  未収金については、過去 5 年間の平均不納欠損率により（または、個別に回収可能性を検討し）、

徴収不能見込額を計上しています。  

長期延滞債権については、過去 5 年間の平均不能欠損率により（または、個別に回収可能性を検

討し）、徴収不能見込額を計上しています。 

長期貸付金については、過去 5 年間の平均不能欠損率により（または、個別に回収可能性を検討

し）、徴収不能見込額を計上しています。 

② 退職手当引当金 

山形県市町村職員退職手当組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当

として支給された額の総額を控除した額を、退職手当債務（期末自己都合要支給額）から控除した

額を計上しています。 

ただし、一部の連結対象団体においては、主として期末における退職給付債務を計上していま

す。 

③ 賞与等引当金 

翌年度 6 月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額に

ついて、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 
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（６）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が 1 年以内のリース取引及びリース料総

額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

･････････通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。  

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

･････････売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

･････････通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

（７）連結資金収支計算書における資金の範囲  

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んで

います。 

 

（８）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

   ただし、一部の連結対象団体（会計）については、税抜方式によっています。 

 

（９）連結対象団体（会計）の決算日が一般会計等と異なる場合の処理 

   決算日と連結決算日の差異が３ヶ月を越えない連結対象団体については当該連結対象団体の決算

を基礎として連結手続きを行いますが、連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上必

要な処理を行います。 

 

（１０）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額が 50 万円以上の場合に固定資産として計上しています。 

美術品については、取得価額に関係なく、すべて固定資産として計上しています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が 60 万円未満であるとき、又は固定資産の取

得価額等のおおむね 10％未満相当額以下であるときに修繕費として処理しています。 

  ③ 子ども子育て支援新制度における施設型給付費について、市立保育所（泉田保育所、中部保育

所）に係る 130,475 千円を収益費用及び収入支出より控除します。市立保育施設の施設型給付費に

ついては、市が扶助費として支出した給付費を、法定代理受領により市が負担金として収入する制

度となっています。市の内部で起きている収支であり、一般会計の中で相殺消去しています。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

  該当事項はありません。 
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３ 重要な後発事象 

（１）主要な業務の改廃  

該当事項はありません。  

 

（２）組織・機構の大幅な変更  

該当事項はありません。 

 

４ 偶発債務 

  該当事項はありません。 

 

５ 追加情報 

 （１）連結対象団体 

全体財務書類の対象範囲に、連結財務書類では次の連結対象団体が加えられています。 

    団体名 区分 連結の方法 比例連結割合 

最上広域市町村圏事務組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 43.30％ 

山形県市町村職員退職手当組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 0％ 

後期高齢者医療広域連合 一部事務組合・広域連合 比例連結 2.86％ 

山形県消防補償等組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 4.47% 

山形県自治会館管理組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 1.7% 

新庄市土地開発公社 地方三公社 全部連結 － 

一般財団法人新庄市体育協会 第三セクター等 全部連結 － 

  連結の方法は次のとおりです。 

  ① 一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としていま

す。 

  ② 地方三公社は、すべて全部連結の対象としています。 

  ③ 第三セクター等は、出資割合等が 50％を超える団体（出資割合等が 50％以下であっても業務運

営に実質的に主導的な立場を確保している団体を含みます。）は、全部連結の対象としています。

また、いずれの地方公共団体にとっても全部連結の対象とならない第三セクター等については、出

資割合等や活動実績等に応じて、比例連結の対象とします。ただし、出資割合が 25％未満であっ

て、損失補償を付している等の重要性がない場合は、比例連結の対象としません。 

 

（２） 地方自治法第 235 条の 5 に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期

間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

 

（３） 表示単位未満の取扱い 

千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 
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（４）売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです 

ア 範囲 令和 2 年度予算（令和 3 年 2 月 28 日現在）において、財産収入として措置されてい

る公共資産 

イ 内訳 なし 
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